
別表第１
１　博士前期課程
（１）文学研究科
　英語英米文学専攻
　　Ａ群（専攻科目）

英 文 学 研 究 Ⅰ － 1 英 文 学 研 究 Ⅰ － 2 英 文 学 研 究 Ⅱ － 1
( 英 国 小 説 ) (2) ( 英 国 小 説 ) (2) ( 中 世 英 文 学 ) (2)
英 文 学 研 究 Ⅱ － 2 英 文 学 研 究 Ⅲ － 1 英 文 学 研 究 Ⅲ － 2
( 中 世 英 文 学 ) (2) ( イ ギ リ ス 詩 ) (2) ( イ ギ リ ス 詩 ) (2)
米 文 学 研 究 Ⅰ － 1 米 文 学 研 究 Ⅰ － 2 米 文 学 研 究 Ⅱ － 1
( ア メ リ カ 詩 ) (2) ( ア メ リ カ 詩 ) (2) ( ア メ リ カ 小 説 ) (2)
米 文 学 研 究 Ⅱ － 2 英 語 学 研 究 Ⅰ － 1 英 語 学 研 究 Ⅰ － 2
( ア メ リ カ 小 説 ) (2) ( 英 語 教 育 ) (2) ( 英 語 教 育 ) (2)
英 語 学 研 究 Ⅱ － 1 英 語 学 研 究 Ⅱ － 2 英 語 学 研 究 Ⅲ － 1
(語用論・認知言語学) (2) ( 語 用 論 ・ 認 知 言 語 学 ) (2) ( 音 声 学 ) (2)
英 語 学 研 究 Ⅲ － 2 英 語 学 研 究 Ⅳ － 1 英 語 学 研 究 Ⅳ － 2
( 音 声 学 ) (2) （ 意 味 論 ・ 統 語 論 ） (2) （ 意 味 論 ・ 統 語 論 ） (2)

　　Ｂ群
英 文 学 演 習 Ⅰ － 1 英 文 学 演 習 Ⅰ － 2 英 文 学 演 習 Ⅱ － 1
( 英 国 小 説 ) (2) ( 英 国 小 説 ) (2) ( 中 世 英 文 学 ) (2)
英 文 学 演 習 Ⅱ － 2 英 文 学 演 習 Ⅲ － 1 英 文 学 演 習 Ⅲ － 2
( 中 世 英 文 学 ) (2) ( イ ギ リ ス 詩 ) (2) ( イ ギ リ ス 詩 ) (2)
米 文 学 演 習 Ⅰ － 1 米 文 学 演 習 Ⅰ － 2 米 文 学 演 習 Ⅱ － 1
( ア メ リ カ 詩 ) (2) ( ア メ リ カ 詩 ) (2) ( ア メ リ カ 小 説 ) (2)
米 文 学 演 習 Ⅱ － 2 英 語 学 演 習 Ⅰ － 1 英 語 学 演 習 Ⅰ － 2
( ア メ リ カ 小 説 ) (2) ( 英 語 教 育 ) (2) ( 英 語 教 育 ) (2)
英 語 学 演 習 Ⅱ － 1 英 語 学 演 習 Ⅱ － 2 英 語 学 演 習 Ⅲ － 1
(語用論・認知言語学) (2) ( 語 用 論 ・ 認 知 言 語 学 ) (2) （ 意 味 論 ・ 統 語 論 ） (2)
英 語 学 演 習 Ⅲ － 2
（ 意 味 論 ・ 統 語 論 ） (2)

　　Ｃ群
英 国 戯 曲 特 論 Ⅰ (2) 英 国 戯 曲 特 論 Ⅱ (2) 英 米 批 評 文 学 特 論 Ⅰ (2)
英 米 批 評 文 学 特 論 Ⅱ (2) ア メ リ カ 詩 特 論 Ⅰ (2) ア メ リ カ 詩 特 論 Ⅱ (2)
現代アメリカ文学特論 (2) イ ギ リ ス 小 説 特 論 Ⅰ (2) イ ギ リ ス 小 説 特 論 Ⅱ (2)
ア メ リ カ 小 説 特 論 (2) 言 語 文 化 論 (2) 社 会 言 語 学 (2)
英 語 教 育 特 論 Ⅰ (2) 英 語 教 育 特 論 Ⅱ (2) 英 文 法 特 論 (2)
英 語 意 味 論 特 論 (2) English Communication (2) Thesis  Writing (2)

　　履修方法
Ａ、Ｂ、Ｃ群の各群より、それぞれ４科目８単位を選択必修とし、合計１６科目３２単位
以上を修得すること。
なお、Ａ群及びＢ群の科目については、原則として同名の１、２を春学期及び秋学期で連
続して履修すること。
（１）神奈川県内の大学間における学術交流協定大学の大学院及び大学院英米文学・英
      語学分野の単位互換制度に関する運営協議会加盟大学院の特別聴講生等として履
      修し修得した単位は、合計４単位までＣ群の単位としてみなすことができる。
　　  ただし、履修に際しては指導教授並びに当該大学の事前の承認を得なければなら
　　  ない。
（２）他専攻開講科目及び他研究科開講科目で、研究分野の科目と関連する講義科目を
      12単位まで履修することができる。ただし、他研究科の科目履修については４単
   　 位までとする。また、他研究科の科目を受講する場合は、他研究科科目受講願を  
      文学部教務課に提出して研究科委員長及び他研究科の許可を受けなければならな
   　 い。なお、他専攻又は他研究科で修得した単位は、Ｃ群の単位として修了要件に
      算入することができる。
（３）各年次で履修できる単位の上限は、２４単位までとする。



　比較日本文化専攻
　　Ａ群（専攻科目）

比較日本文化研究Ⅰ－1 比 較 日 本 文 化 研 究 Ⅰ － 2 比較日本文化研究Ⅱ－1
（ 思 想 ） (2) （ 思 想 ） (2) （ 文 化 史 ） (2)
比較日本文化研究Ⅱ－2 比 較 日 本 文 化 研 究 Ⅲ － 1 比較日本文化研究Ⅲ－2
（ 文 化 史 ） (2) （ 欧 米 史 ） (2) （ 欧 米 史 ） (2)
日 本 文 化 研 究 Ⅰ － 1 日 本 文 化 研 究 Ⅰ － 2 日 本 文 化 研 究 Ⅱ － 1
（ 文 学 ） (2) （ 文 学 ） (2) （ 近 世 ） (2)
日 本 文 化 研 究 Ⅱ － 2 日 本 語 教 育 研 究 Ⅰ － １ (2) 日本語教育研究Ⅰ－２ (2)
（ 近 世 ） (2)
日本語教育研究Ⅱ－１ (2) 日 本 語 教 育 研 究 Ⅱ － ２ (2) 日本周辺文化研究Ⅰ－1

（ 中 国 ） (2)
日本周辺文化研究Ⅰ－2 日 本 周 辺 文 化 研 究 Ⅱ － 1 日本周辺文化研究Ⅱ－2
（ 中 国 ） (2) （ 朝 鮮 ） (2) （ 朝 鮮 ） (2)

　　Ｂ群
比較日本文化演習Ⅰ－1 比 較 日 本 文 化 演 習 Ⅰ － 2 比較日本文化演習Ⅱ－1
（ 思 想 ） (2) （ 思 想 ） (2) （ 文 化 史 ） (2)
比較日本文化演習Ⅱ－2 比 較 日 本 文 化 演 習 Ⅲ － 1 比較日本文化演習Ⅲ－2
（ 文 化 史 ） (2) （ 欧 米 史 ） (2) （ 欧 米 史 ） (2)
日 本 文 化 演 習 Ⅰ － 1 日 本 文 化 演 習 Ⅰ － 2 日 本 文 化 演 習 Ⅱ － 1
（ 文 学 ） (2) （ 文 学 ） (2) （ 近 世 ） (2)
日 本 文 化 演 習 Ⅱ － 2 日 本 語 教 育 演 習 Ⅰ － １ (2) 日本語教育演習Ⅰ－２ (2)
（ 近 世 ） (2)
日本語教育演習Ⅱ－１ (2) 日 本 語 教 育 演 習 Ⅱ － ２ (2) 日本周辺文化演習Ⅰ－1

（ 中 国 ） (2)
日本周辺文化演習Ⅰ－2 日 本 周 辺 文 化 演 習 Ⅱ － 1 日本周辺文化演習Ⅱ－2

（ 中 国 ） (2) （ 朝 鮮 ） (2) （ 朝 鮮 ） (2)

　　Ｃ群
比 較 言 語 特 講 Ⅰ (2) 比 較 言 語 特 講 Ⅱ (2) 比較フランス文化特講Ⅰ (2)
比較フランス文化特講Ⅱ (2) 文 化 人 類 学 特 講 Ⅰ (2) 文 化 人 類 学 特 講 Ⅱ (2)

比較文化特講（外交史・横浜文 化論 ）Ⅰ (2) 比 較 文 化 特 講 （ 外 交 史 ・ 横 浜 文 化 論 ） Ⅱ (2) 日本語学特講Ⅰ（対照言語学） (2)
日 本 語 学 特 講 Ⅱ （ 社 会 言 語 学 ） (2) 日 本 古 典 文 化 特 講 Ⅰ (2) 日 本 古 典 文 化 特 講 Ⅱ (2)
応 用 言 語 学 特 講 Ⅰ (2) 応 用 言 語 学 特 講 Ⅱ (2) アジア社会文化論特講 (2)
アジア政治文化論特講Ⅰ (2) ア ジ ア 政 治 文 化 論 特 講 Ⅱ (2) 国 際 交 流 論 特 論 Ⅰ (2)
国 際 交 流 論 特 論 Ⅱ (2) 国 語 学 特 講 Ⅰ (2) 国 語 学 特 講 Ⅱ (2)
比較アメリカ文化特講Ⅰ (2) 比 較 ア メ リ カ 文 化 特 講 Ⅱ (2) 中 国 古 代 文 化 特 講 Ⅰ (2)
中 国 古 代 文 化 特 講 Ⅱ (2)

　　履修方法
Ａ、Ｂ、Ｃ群の各群より、それぞれ４科目８単位を選択必修とし、合計１６科目３２単位
以上を修得すること。
なお、Ａ群及びＢ群の科目については、原則として同名の１、２を春学期及び秋学期で連
続して履修すること。
（１）神奈川県内の大学間における学術交流協定大学の大学院で、特別聴講生として履
      修し修得した単位は、４単位までＣ群の単位としてみなすことができる。ただし、
　　  履修に際しては指導教授並びに当該大学の事前の承認を得なければならない。
（２）他専攻開講科目及び他研究科開講科目で、研究分野の科目と関連する講義科目を
      １２単位まで履修することができる。ただし、他研究科の科目履修については４
   　 単位までとする。また、他研究科の科目を受講する場合は、他研究科科目受講願  
      を文学部教務課に提出して研究科委員長及び他研究科の許可を受けなければなら
   　 ない。なお、他専攻又は他研究科で修得した単位は、Ｃ群の単位として修了要件
      に算入することができる。
（３）各年次で履修できる単位の上限は、２４単位までとする。



　社会学専攻
　　Ａ群（専攻科目）

社 会 学 研 究 Ⅰ － １ 社 会 学 研 究 Ⅰ － ２ 社 会 学 研 究 Ⅱ － １
（ 社 会 学 史 ） (2) （ 社 会 学 史 ） (2) （ 産 業 労 働 ） (2)
社 会 学 研 究 Ⅱ － ２ 社 会 学 研 究 Ⅲ － １ 社 会 学 研 究 Ⅲ － ２
（ 産 業 労 働 ） (2) （ 地 域 社 会 計 画 ） (2) （ 地 域 社 会 計 画 ） (2)
社 会 学 研 究 Ⅳ － １ 社 会 学 研 究 Ⅳ － ２ 社 会 学 研 究 Ⅴ － １
（ 社 会 心 理 ） (2) （ 社 会 心 理 ） (2) （ 環 境 社 会 学 ） (2)
社 会 学 研 究 Ⅴ － ２ 社 会 学 研 究 Ⅵ － １ 社 会 学 研 究 Ⅵ － ２
（ 環 境 社 会 学 ） (2) （ 都 市 と 地 域 ） (2) （ 都 市 と 地 域 ） (2)
社会福祉学研究Ⅰ－１ 社 会 福 祉 学 研 究 Ⅰ － ２ 社会福祉学研究Ⅱ－１
（ 高 齢 者 福 祉 ） (2) （ 高 齢 者 福 祉 ） (2) （ 障 害 学 ） (2)
社会福祉学研究Ⅱ－２ 社 会 福 祉 学 研 究 Ⅲ － １ 社会福祉学研究Ⅲ－２
（ 障 害 学 ） (2) （ 地 域 福 祉 ） (2) （ 地 域 福 祉 ） (2)
社会福祉学研究Ⅳ－１ 社 会 福 祉 学 研 究 Ⅳ － ２
（ 児 童 家 庭 福 祉 ） (2) （ 児 童 家 庭 福 祉 ） (2)

　　Ｂ群
社 会 学 演 習 Ⅰ － １ 社 会 学 演 習 Ⅰ － ２ 社 会 学 演 習 Ⅱ － １
（ 社 会 学 史 ） (2) （ 社 会 学 史 ） (2) （ 産 業 労 働 ） (2)
社 会 学 演 習 Ⅱ － ２ 社 会 学 演 習 Ⅲ ー １ 社 会 学 演 習 Ⅲ － ２
（ 産 業 労 働 ） (2) （ 地 域 社 会 計 画 ） (2) （ 地 域 社 会 計 画 ） (2)
社 会 学 演 習 Ⅳ － １ 社 会 学 演 習 Ⅳ － ２ 社 会 学 演 習 Ⅴ － １
（ 社 会 心 理 ） (2) （ 社 会 心 理 ） (2) （ 都 市 と 地 域 ） (2)
社 会 学 演 習 Ⅴ － ２ 社 会 学 演 習 Ⅵ － １ 社 会 学 演 習 Ⅵ － ２
（ 都 市 と 地 域 ） (2) （ 環 境 社 会 学 ） (2) （ 環 境 社 会 学 ） (2)
社会福祉学演習Ⅰ－１ 社 会 福 祉 学 演 習 Ⅰ － ２ 社会福祉学演習Ⅱ－１
（ 高 齢 者 福 祉 ） (2) （ 高 齢 者 福 祉 ） (2) （ 障 害 学 ） (2)
社会福祉学演習Ⅱ－２ 社 会 福 祉 学 演 習 Ⅲ － １ 社会福祉学演習Ⅲ－２
（ 障 害 学 ） (2) （ 地 域 福 祉 ） (2) （ 地 域 福 祉 ） (2)
社会福祉学演習Ⅳ－１ 社 会 福 祉 学 演 習 Ⅳ － ２
（ 児 童 家 庭 福 祉 ） (2) （ 児 童 家 庭 福 祉 ） (2)

　　Ｃ群
社 会 学 特 講 Ⅰ 社 会 学 特 講 Ⅱ 社 会 福 祉 学 特 講 Ⅰ
（ 外 書 講 読 ） (2) （ 原 典 講 読 ） (2) ( ソ ー シ ャ ル ワ ー ク ) (2)
社 会 福 祉 学 特 講 Ⅱ 社 会 福 祉 学 特 講 Ⅲ 社 会 福 祉 学 特 講 Ⅳ
( 外 書 講 読 ) (2) （ 児 童 家 庭 福 祉 ） (2) （ Ｎ Ｐ Ｏ 論 ） (2)
社 会 人 類 学 特 講 (2) 図 書 館 情 報 学 特 講 (2) 公 共 図 書 館 論 (2)
学 校 図 書 館 論 (2) 図 書 館 情 報 メ デ ィ ア 論 (2) 教 育 学 特 講 (2)
教 育 実 践 学 特 講 (2) 産 業 ・ 組 織 心 理 学 特 論 (2)

　　履修方法
Ａ、Ｂ、Ｃ群の各群より、それぞれ４科目８単位を選択必修とし、合計１６科目３２単位
以上を修得すること。
なお、Ａ群及びＢ群の科目については、原則として同名の１、２を春学期及び秋学期で連
続して履修すること。
（１）神奈川県内の大学間における学術交流協定大学の大学院及び大学院社会福祉学専
　　　攻課程協議会加盟大学院の特別聴講生等として履修し修得した単位は、合計４単
　　　位までＣ群の単位としてみなすことができる。ただし、履修に際しては指導教授
　　　並びに当該大学の事前の承認を得なければならない。
（２）他専攻開講科目及び他研究科開講科目で、研究分野の科目と関連する講義科目を
      １２単位まで履修することができる。ただし、他研究科の科目履修については４
   　 単位までとする。また、他研究科の科目を受講する場合は、他研究科科目受講願  
      を文学部教務課に提出して研究科委員長及び他研究科の許可を受けなければなら
   　 ない。なお、他専攻又は他研究科で修得した単位は、Ｃ群の単位として修了要件
      に算入することができる。
（３）各年次で履修できる単位の上限は、２４単位までとする。



（２）経済学研究科
　経済学専攻
　　Ａ群（講義科目）
　　１．経済理論・経済学史分野
    （特殊講義）

経 済 理 論 特 殊 講 義 (2) 経 済 学 史 特 殊 講 義 (2)
    （特　　論）

再 生 産 ・ 蓄 積 論 (2) 古 典 派 資 本 蓄 積 論 (2)
　　２．近代経済学分野
    （特殊講義）

マクロ経済学特殊講義 (2) ミクロ経済学特殊講義 (2) 理 論 経 済 学 特 殊 講 義 (2)
現 代 経 済 特 殊 講 義 (2) 統 計 学 特 殊 講 義 (2) 情 報 処 理 論 特 殊 講 義 (2)
情 報 経 済 論 特 殊 講 義 (2) 計 量 経 済 学 特 殊 講 義 (2)

    （特　　論）
ゲ ー ム の 理 論 研 究 (2) 情 報 の 意 思 決 定 (2) 契 約 の 経 済 理 論 (2)
経 済 動 学 の 理 論 (2) 動 学 的 一 般 均 衡 理 論 (2) 協 力 ゲ ー ム の 理 論 (2)
空 間 統 計 学 (2)

　　３．応用経済分野
    （特殊講義）

経 済 政 策 論 特 殊 講 義 (2) 財 政 理 論 特 殊 講 義 (2) 地 方 財 政 特 殊 講 義 (2)
金 融 論 特 殊 講 義 (2) 国 際 金 融 論 特 殊 講 義 (2) 労 働 経 済 論 特 殊 講 義 (2)
社 会 保 障 論 特 殊 講 義 (2)

    （特　　論）
銀 行 行 動 論 (2) 医 療 経 済 学 (2) 証 券 投 資 論 (2)
家 族 と 人 口 の 経 済 学 (2) 貧困と不平等の経済学 (2)

　　４．経済史・世界経済分野
    （特殊講義）

日 本 経 済 史 特 殊 講 義 (2) アメリカ経済論特殊講義 (2) 経 済 史 特 殊 講 義 (2)
国 際 経 済 学 特 殊 講 義 (2) 開 発 経 済 学 特 殊 講 義 (2)

    （特　　論）
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾘｾﾞｰｼｮﾝの経済学 (2) 日 本 都 市 経 済 史 (2) 西 洋 都 市 経 済 史 (2)
国際政治経済の数理分析 (2) 開 発 途 上 国 特 論 (2)

　　５．共通分野
    （特殊講義）

現 代 政 治 論 特 殊 講 義 (2) 前 近 代 史 特 殊 講 義 (2) ジェンダー論特殊講義 (2)
メディア文化論特殊講義 (2) 自 然 地 理 学 特 殊 講 義 (2) 青 少 年 問 題 の 社 会 学 特 殊 講 義 (2)
環 境 学 特 殊 講 義 (2)

    （特　　論）
金 融 技 術 論 (2) 租 税 法 (2) 所 得 税 法 (2)
法 人 税 法 (2) 国 際 政 治 の 諸 問 題 (2) 前近代の交易と東アジア (2)
ジ ェ ン ダ ー と 経 済 (2) メ デ ィ ア と 社 会 思 想 (2) 地 理 情 報 科 学 特 論 (2)
現代日本の若者と文化 (2)

　　Ｂ群（演習科目）
 　 １．経済理論・経済学史分野

演 習 Ⅰ ( 経 済 理 論 ) (4) 演 習 Ⅰ ( 経 済 学 史 ) (4) 演 習 Ⅱ ( 経 済 理 論 ) (4)
演 習 Ⅱ ( 経 済 学 史 ) (4)

　　２．近代経済学分野
演習Ⅰ(マクロ経済学) (4) 演 習 Ⅰ ( 現 代 経 済 ) (4) 演習Ⅰ（情報処理論） (4)
演習Ⅰ（理論経済学） (4) 演習Ⅱ(マクロ経済学) (4) 演 習 Ⅱ ( 現 代 経 済 ) (4)
演習Ⅱ（情報処理論） (4) 演習Ⅱ（理論経済学） (4)

　　３．応用経済分野
演 習 Ⅰ ( 経 済 政 策 論 ) (4) 演 習 Ⅰ ( 財 政 理 論 ) (4) 演 習 Ⅰ （ 地 方 財 政 ） (4)
演 習 Ⅰ （ 金 融 論 ） (4) 演習Ⅰ（国際金融論） (4) 演習Ⅰ（労働経済論） (4)
演 習 Ⅱ ( 経 済 政 策 論 ) (4) 演 習 Ⅱ ( 財 政 理 論 ) (4) 演 習 Ⅱ （ 地 方 財 政 ） (4)
演 習 Ⅱ （ 金 融 論 ） (4) 演習Ⅱ（国際金融論） (4) 演習Ⅱ（労働経済論） (4)

　　４．経済史・世界経済分野
演習Ⅰ（日本経済史） (4) 演習Ⅰ（アメリカ経済論） (4) 演 習 Ⅰ ( 国 際 経 済 学 ) (4)



演習Ⅱ（日本経済史） (4) 演習Ⅱ（アメリカ経済論） (4) 演 習 Ⅱ （ 国 際 経 済 学 ) (4)
　　５．共通分野

演 習 Ⅰ ( 現 代 政 治 論 ) (4) 演 習 Ⅰ （ メ デ ィ ア 文 化 論 ） (4) 演 習 Ⅰ ( 税 法 ） (4)
演 習 Ⅰ ( 前 近 代 史 ) (4) 演 習 Ⅱ ( 現 代 政 治 論 ) (4) 演 習 Ⅱ （ メ デ ィ ア 文 化 論 ） (4)
演 習 Ⅱ ( 税 法 ） (4) 演 習 Ⅱ ( 前 近 代 史 ) (4)

履修方法
１．開講科目の中から、以下の区分に従って２年以上にわたって30単位以上を履修し、
　　修得しなければならない。
　　(1) Ａ群（講義科目）
　　　①　専攻する分野の講義科目を２科目４単位必修。
　　　②　①の他に18単位以上。以下のＢ群②の要件で修得した４単位及び
　　　　Ｃ群の要件で修得した８単位を含む。
　　(2) Ｂ群（演習科目）
　　　①　指導教授の演習Ⅰ・Ⅱ（各年次４単位）計８単位必修。
　　　②　①の他に、分野を問わず演習Ⅰの中から１科目４単位を履修することがで
　　　　きる。その修得した単位はＡ群②の単位とみなすことができる。
　　(3) Ｃ群（他専攻科目、法学研究科開講会計人材育成科目、他研究科科目及び他大学院科目）
　　　　以下の①から④までの科目を履修し修得した単位は、合わせて８単位までＡ
　　　群②の単位とみなすことができる。ただし、②③の場合には、指導教授並び
　　　に当該科目担当教員、④の場合には指導教授ならびに当該科目担当教員
　　　または当該大学の事前承認を得なければならない。
　　　①  他専攻講義科目から４単位。
　　　②  法学研究科開講の「会計人材育成科目」から4単位。
 　　 ③  ②を除く本学の他研究科開講科目で、専攻する分野の科目と関連する講義科目から
　　　　４単位。
　　　④　神奈川県内の大学間における学術交流協定大学の大学院で特別聴講学生
　　　　として履修した単位。
２．各年次で履修できる単位数の上限は、28単位までとする。

　経営学専攻
　　Ａ群（講義科目）
　　１．経営学分野
    （特殊講義）

経 営 史 特 殊 講 義 (2) 経 営 学 特 殊 講 義 (2) 経 営 管 理 論 特 殊 講 義 (2)
現 代 企 業 論 特 殊 講 義 (2) 国 際 経 営 論 特 殊 講 義 (2) 経 営 組 織 論 特 殊 講 義 (2)
経 営 財 務 論 特 殊 講 義 (2) 経 営 戦 略 論 特 殊 講 義 (2) 現代ツーリズム特殊講義 (2)
ス ポ ー ツ ・ マ ネ ジ メ ン ト 論 特 殊 講 義 (2)

    （特　　論）
自 動 車 産 業 史 (2) 工 業 経 営 論 (2) 非 営 利 組 織 の 経 営 (2)
企 業 と 社 会 (2) 企 業 評 価 論 (2) イノベーション･マネジメント (2)
国 際 ビ ジ ネ ス (2) 観 光 ま ち づ く り (2) プ ロ ス ポ ー ツ ビ ジ ネ ス 論 (2)
人 材 管 理 (2) 組織における人間行動 (2)

　　２．経営情報分野
    （特殊講義）

経営科学応用論特殊講義 (2) 意 思 決 定 論 特 殊 講 義 (2) 組織とIT経営特殊講義 (2)
    （特　　論）

コ ラ ボ レ ー シ ョ ン シ ス テ ム 論 (2) ナ レ ッ ジ ワ ー ク 論 (2)
　　３．流通・マーケティング分野
    （特殊講義）

現 代 流 通 論 特 殊 講 義 (2) マ ー ケ テ ィ ン グ 論 特 殊 講 義 (2) 流通システム論特殊講義 (2)
消費者行動論特殊講義 (2) マーケティング・コミュニケーション論特殊講

義 (2) 国際マーケティング論特殊講義 (2)
    （特　　論）

グ ロ ー バ ル マ ー ケ テ ィ ン グ (2) 地 域 商 業 論 (2) ブランド・コミュニケーション (2)
ブランド・マネジメント特論 (2) マーケティングと国際知識移転 (2)

　　４．会計学分野
    （特殊講義）



会 計 学 特 殊 講 義 (2) 管 理 会 計 論 特 殊 講 義 (2) 制 度 会 計 論 特 殊 講 義 (2)
財 務 会 計 論 特 殊 講 義 (2) 税 務 会 計 論 特 殊 講 義 (2) コストマネジメント論特殊講義 (2)

    （特　　論）
会 計 と デ ィ ス ク ロ ー ジ ャ ー (2) 監 査 制 度 論 (2) 国 際 会 計 論 (2)
ライフサイクル・コスティング (2) 民 間 非 営 利 組 織 会 計 (2) キ ャ パ シ テ ィ ・ マ ネ ジ メ ン ト (2)
地 方 財 務 会 計 論 (2)

　　５．共通分野
    （特殊講義）

現 代 政 治 論 特 殊 講 義 (2) 前 近 代 史 特 殊 講 義 (2) ジェンダー論特殊講義 (2)
メディア文化論特殊講義 (2) 自 然 地 理 学 特 殊 講 義 (2) 青 少 年 問 題 の 社 会 学 特 殊 講 義 (2)
環 境 学 特 殊 講 義 (2)

    （特　　論）
金 融 技 術 論 (2) 租 税 法 (2) 所 得 税 法 (2)
法 人 税 法 (2) 国 際 政 治 の 諸 問 題 (2) 前近代の交易と東アジア (2)
ジ ェ ン ダ ー と 経 済 (2) メ デ ィ ア と 社 会 思 想 (2) 地 理 情 報 科 学 特 論 (2)
現代日本の若者と文化 (2) 地 球 環 境 学 特 論 (2)

　　Ｂ群（演習科目）
　　１．経営学分野

演 習 Ⅰ ( 経 営 史 ) (4) 演 習 Ⅰ ( 経 営 学 ) (4) 演 習 Ⅰ ( 経 営 管 理 論 ) (4)
演 習 Ⅰ ( 現 代 企 業 論 ) (4) 演 習 Ⅰ ( 国 際 経 営 論 ) (4) 演 習 Ⅰ ( 経 営 組 織 論 ) (4)
演 習 Ⅰ ( 経 営 財 務 論 ) (4) 演 習 Ⅰ ( 経 営 戦 略 論 ) (4) 演習Ⅰ(現代ツーリズム) (4)
演 習 Ⅱ ( 経 営 史 ) (4) 演 習 Ⅱ ( 経 営 学 ) (4) 演 習 Ⅱ ( 経 営 管 理 論 ) (4)
演 習 Ⅱ ( 現 代 企 業 論 ) (4) 演 習 Ⅱ ( 国 際 経 営 論 ) (4) 演 習 Ⅱ ( 経 営 組 織 論 ) (4)
演 習 Ⅱ ( 経 営 財 務 論 ) (4) 演 習 Ⅱ ( 経 営 戦 略 論 ) (4) 演習Ⅱ(現代ツーリズム) (4)
演 習 Ⅰ ( ス ポ ー ツ ・ マ ネ ジ メ ン ト 論 ) (4) 演 習 Ⅱ ( ス ポ ー ツ ・ マ ネ ジ メ ン ト 論 ) (4)

　　２．経営情報分野
演習Ⅰ(経営科学応用論) (4) 演 習 Ⅰ ( 意 思 決 定 論 ) (4) 演習Ⅰ(組織とIT経営) (4)
演習Ⅱ(経営科学応用論) (4) 演 習 Ⅱ ( 意 思 決 定 論 ) (4) 演習Ⅱ(組織とIT経営) (4)

　　３．流通・マーケティング分野
演 習 Ⅰ ( マ ー ケ テ ィ ン グ 論 ) (4) 演 習 Ⅰ （ 流 通 シ ス テ ム 論 ） (4) 演習Ⅰ（マーケティング・コミュニケーション論） (4)
演習Ⅰ(国際マーケティング論) (4) 演 習 Ⅱ ( マ ー ケ テ ィ ン グ 論 ) (4) 演 習 Ⅱ （ 流 通 シ ス テ ム 論 ） (4)
演習Ⅱ（マーケティング・コミュニケーション論） (4) 演習Ⅱ(国際マーケティング論) (4)

　　４．会計学分野
演 習 Ⅰ ( 会 計 学 ) (4) 演 習 Ⅰ ( 管 理 会 計 論 ) (4) 演 習 Ⅰ ( 制 度 会 計 論 ) (4)
演 習 Ⅰ ( 財 務 会 計 論 ) (4) 演習Ⅰ(コストマネジメント論) (4) 演 習 Ⅱ ( 会 計 学 ) (4)
演 習 Ⅱ ( 管 理 会 計 論 ) (4) 演 習 Ⅱ ( 制 度 会 計 論 ) (4) 演 習 Ⅱ ( 財 務 会 計 論 ) (4)
演習Ⅱ(コストマネジメント論) (4)

　　５．共通分野
演習Ⅰ（ジェンダー論） (4) 演習Ⅰ（青少年問題の社会学） (4) 演習Ⅱ(ジェンダー論) (4)
演習Ⅱ（青少年問題の社会学） (4)

履修方法
１．開講科目の中から、以下の区分に従って２年以上にわたって30単位以上を履修し、
　　修得しなければならない。
　　(1) Ａ群（講義科目）
　　　①　専攻する分野の講義科目を２科目４単位必修。
　　　②　①の他に18単位以上。以下のＢ群②の要件で修得した４単位及び
　　　　Ｃ群の要件で修得した８単位を含む。
　　(2) Ｂ群（演習科目）
　　　①　指導教授の演習Ⅰ・Ⅱ（各年次４単位）計８単位必修。
　　　②　①の他に、分野を問わず演習Ⅰの中から１科目４単位を履修することがで
　　　　きる。その修得した単位はＡ群②の単位とみなすことができる。
　　(3) Ｃ群（他専攻科目、法学研究科開講会計人材育成科目、他研究科科目及び他大学院科目）
　　　　以下の①から④までの科目を履修し修得した単位は、合わせて８単位までＡ
　　　群②の単位とみなすことができる。ただし、②③の場合には、指導教授並び
　　　に当該科目担当教員、④の場合には指導教授ならびに当該科目担当教員
　　　または当該大学の事前承認を得なければならない。
　　　①  他専攻講義科目から４単位。



　　　②  法学研究科開講の「会計人材育成科目」から4単位。
 　　 ③  ②を除く本学の他研究科開講科目で、専攻する分野の科目と関連する講義科目から
　　　　４単位。
　　　④　神奈川県内の大学間における学術交流協定大学の大学院で特別聴講学生
　　　　として履修した単位。
２．各年次で履修できる単位数の上限は、28単位までとする。



（３）法学研究科
  法学専攻
　　講義科目（基礎講義）

憲 法 Ⅰ 基 礎 講 義 (2) 憲 法 Ⅱ 基 礎 講 義 (2) 行 政 法 基 礎 講 義 (2)
環 境 法 基 礎 講 義 (2) 税 法 基 礎 講 義 (2) 法 哲 学 基 礎 講 義 (2)
西 洋 法 制 史 基 礎 講 義 (2) 国 際 法 基 礎 講 義 (2) 地 方 自 治 法 基 礎 講 義 (2)
刑 法 Ⅰ 基 礎 講 義 (2) 刑 法 Ⅱ 基 礎 講 義 (2) 経 済 刑 法 基 礎 講 義 (2)
刑 事 訴 訟 法 基 礎 講 義 (2) 刑 事 政 策 基 礎 講 義 (2) 刑 事 法 史 学 基 礎 講 義 (2)
政 治 学 基 礎 講 義 (2) 国 際 政 治 基 礎 講 義 (2) 社 会 思 想 史 基 礎 講 義 (2)
民法（財産法Ⅰ）基礎講義 (2) 民法（財産法Ⅱ）基礎講義 (2) 民法（財産法Ⅲ）基礎講義 (2)
家 族 法 基 礎 講 義 (2) 民事訴訟法Ⅰ基礎講義 (2) 民事訴訟法Ⅱ基礎講義 (2)
企 業 取 引 法 基 礎 講 義 (2) 企 業 組 織 法 基 礎 講 義 (2) 有 価 証 券 法 基 礎 講 義 (2)
経 済 法 基 礎 講 義 (2) 金融商品取引法基礎講義 (2) 国 際 経 済 法 基 礎 講 義 (2)
労 働 法 基 礎 講 義 (2) 社 会 保 障 法 基 礎 講 義 (2) 国際金融制度論基礎講義 (2)
国 際 租 税 法 基 礎 講 義 (2)

　　（特殊講義）
憲 法 Ⅰ 特 殊 講 義 (2) 憲 法 Ⅱ 特 殊 講 義 (2) 行 政 法 特 殊 講 義 (2)
環 境 法 特 殊 講 義 (2) 税 法 特 殊 講 義 (2) 法 哲 学 特 殊 講 義 (2)
西 洋 法 制 史 特 殊 講 義 (2) 国 際 法 特 殊 講 義 (2) 地 方 自 治 法 特 殊 講 義 (2)
刑 法 Ⅰ 特 殊 講 義 (2) 刑 法 Ⅱ 特 殊 講 義 (2) 経 済 刑 法 特 殊 講 義 (2)
刑 事 訴 訟 法 特 殊 講 義 (2) 刑 事 政 策 特 殊 講 義 (2) 刑 事 法 史 学 特 殊 講 義 (2)
政 治 学 特 殊 講 義 (2) 国 際 政 治 特 殊 講 義 (2) 社 会 思 想 史 特 殊 講 義 (2)
公 共 関 係 法 文 献 研 究 (2) 民法（財産法Ⅰ）特殊講義 (2) 民法（財産法Ⅱ）特殊講義 (2)
民法（財産法Ⅲ）特殊講義 (2) 家 族 法 特 殊 講 義 (2) 民事訴訟法Ⅰ特殊講義 (2)
民事訴訟法Ⅱ特殊講義 (2) 企 業 取 引 法 特 殊 講 義 (2) 企 業 組 織 法 特 殊 講 義 (2)
有 価 証 券 法 特 殊 講 義 (2) 経 済 法 特 殊 講 義 (2) 金融商品取引法特殊講義 (2)
国 際 経 済 法 特 殊 講 義 (2) 労 働 法 特 殊 講 義 (2) 社 会 保 障 法 特 殊 講 義 (2)
国際金融制度論特殊講義 (2) 国 際 租 税 法 特 殊 講 義 (2) 経 済 関 係 法 文 献 研 究 (2)

　　演習科目

憲法専門応用（演習）１ (1) 憲法専門応用（演習）２ (1)
行 政 法 専 門 応 用
（ 演 習 ） １

(1)

行 政 法 専 門 応 用
（ 演 習 ） ２

(1) 税法専門応用（演習）１ (1) 税法専門応用（演習）２ (1)

法 哲 学 専 門 応 用
（ 演 習 ） １

(1)
法 哲 学 専 門 応 用
（ 演 習 ） ２

(1)
西 洋 法 制 史 専 門 応 用
（ 演 習 ） １

(1)

西 洋 法 制 史 専 門 応 用
（ 演 習 ） ２

(1)
国 際 法 専 門 応 用
（ 演 習 ） １

(1)
国 際 法 専 門 応 用
（ 演 習 ） ２

(1)

地 方 自 治 法 専 門 応 用
（ 演 習 ） １

(1)
地 方 自 治 法 専 門 応 用
（ 演 習 ） ２

(1) 刑法専門応用（演習）１ (1)

刑法専門応用（演習）２ (1) 刑法専門応用（演習）３ (1) 刑法専門応用（演習）４ (1)

経 済 刑 法 専 門 応 用
（ 演 習 ） １

(1)
経 済 刑 法 専 門 応 用
（ 演 習 ） ２

(1)
刑 事 訴 訟 法 専 門 応 用
（ 演 習 ） １

(1)

刑 事 訴 訟 法 専 門 応 用
（ 演 習 ） ２

(1)
刑 事 政 策 専 門 応 用
（ 演 習 ） １

(1)
刑 事 政 策 専 門 応 用
（ 演 習 ） ２

(1)

民法（財産法）専門応用
（ 演 習 ） １

(1)
民法（財産法）専門応用
（ 演 習 ） ２

(1)
民法（財産法）専門応用
（ 演 習 ） ３

(1)



民法（財産法）専門応用
（ 演 習 ） ４

(1)
家 族 法 専 門 応 用
（ 演 習 ） １

(1)
家 族 法 専 門 応 用
（ 演 習 ） ２

(1)

民 事 訴 訟 法 専 門 応 用
（ 演 習 ） １

(1)
民 事 訴 訟 法 専 門 応 用
（ 演 習 ） ２

(1)
民 事 訴 訟 法 専 門 応 用
（ 演 習 ） ３

(1)

民 事 訴 訟 法 専 門 応 用
（ 演 習 ） ４

(1)
企 業 活 動 法 専 門 応 用
（ 演 習 ） １

(1)
企 業 活 動 法 専 門 応 用
（ 演 習 ） ２

(1)

企 業 組 織 法 専 門 応 用
（ 演 習 ） １

(1)
企 業 組 織 法 専 門 応 用
（ 演 習 ） ２

(1)
有 価 証 券 法 専 門 応 用
（ 演 習 ） １

(1)

有 価 証 券 法 専 門 応 用
（ 演 習 ） ２

(1)
経 済 法 専 門 応 用
（ 演 習 ） １

(1)
経 済 法 専 門 応 用
（ 演 習 ） ２

(1)

金融商品取引法専門応用
（ 演 習 ） １

(1)
金融商品取引法専門応用
（ 演 習 ） ２

(1)
国 際 経 済 法 専 門 応 用
（ 演 習 ） １

(1)

国 際 経 済 法 専 門 応 用
（ 演 習 ） ２

(1)
労 働 法 専 門 応 用
（ 演 習 ） １

(1)
労 働 法 専 門 応 用
（ 演 習 ） ２

(1)

社 会 保 障 法 専 門 応 用
（ 演 習 ） １

(1)
社 会 保 障 法 専 門 応 用
（ 演 習 ） ２

(1)
政 治 学 専 門 応 用
（ 演 習 ） １

(1)

政 治 学 専 門 応 用
（ 演 習 ） ２

(1)
国 際 政 治 専 門 応 用
（ 演 習 ） １

(1)
国 際 政 治 専 門 応 用
（ 演 習 ） ２

(1)

社 会 思 想 史 専 門 応 用
（ 演 習 ） １

(1)
社 会 思 想 史 専 門 応 用
（ 演 習 ） ２

(1)
国際金融制度論専門応用
（ 演 習 ） １

(1)

国際金融制度論専門応用
（ 演 習 ） ２

(1)
国 際 租 税 法 専 門 応 用
（ 演 習 ） １

(1)
国 際 租 税 法 専 門 応 用
（ 演 習 ） ２

(1)

　　研究指導科目

合 同 論 文 指 導 Ⅰ (1) 合 同 論 文 指 導 Ⅱ (1) 合 同 論 文 指 導 Ⅲ (2)

合 同 論 文 指 導 Ⅳ (2)

  履修方法

１．入学の際、専修分野を１つ選択し、専修分野に応じて指導教授を定めなければならない。

　ただし、専修コース社会人入学者は、指導教授についてのみ第１年次春学期末までその決定

　を延ばすことができる。

２．指導教授の指導により、履修科目を決めなければならない。ただし、専修コース社会人入

　学者で入学に際して指導教授を決めなかった者は、選択した専修分野の科目担当者の助言を
　得て履修科目を決めることができる。
３．毎年度初めに、その年度の春学期および秋学期に履修するすべての科目を、所定の期日ま
　でに教務課に登録しなければならない。年度初めに登録した秋学期履修科目を変更する場合
　は、変更理由書に指導教授の確認印を得て履修登録変更届けを所定の期日までに提出しなけ
　ればならない。
４．開講科目の中から、以下の条件にしたがって２年以上にわたって30単位以上を修得しなけ
　ればならない。
　＜研究者養成コース＞
　①専攻する講義科目（主要科目）１科目２単位
　②主要科目以外の講義科目20単位以上（各専修分野に開講される、各指導教授が担当する
　外国文献研究を含む）
　③指導教授が担当する演習２科目２単位
　④研究指導科目（合同論文指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ）６単位
　⑤指導教授の承認を得て、以下のa.からc.までの中から８単位まで選択履修することが出来
　る。その場合、修得した単位は、②の修了に必要な単位数（20単位）に加える事が出来る。
    a.演習科目の中から、主要科目と関連する他の演習科目２科目２単位。
    　ただし、当該演習科目担当教員の事前承認を必要とする。
    b.本学の他研究科開講科目で、主要科目と関連を有する授業科目４単位。
    c.神奈川県内の大学間における学術交流協定大学の大学院で特別聴講学生として履修した



    　単位。
　＜専修コース＞
　①専攻する講義科目（主要科目）１科目２単位
　②主要科目以外の講義科目20単位以上
　③指導教授が担当する演習２科目２単位
　④研究指導科目（合同論文指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ）６単位
　⑤指導教授の承認を得て、以下のa.からc.までの中から８単位まで選択履修することが出来
　る。その場合、修得した単位は、②の修了に必要な単位数（20単位）に加える事が出来る。
    a.演習科目の中から、主要科目と関連する他の演習科目２科目２単位。
    　ただし、当該演習科目担当教員の事前承認を必要とする。
    b.本学の他研究科開講科目で、主要科目と関連を有する授業科目４単位。
    c.神奈川県内の大学間における学術交流協定大学の大学院で特別聴講学生として履修した
    　単位。
５．各年次で履修できる単位の上限は28単位までとする。



（４）工学研究科
　機械工学専攻
　（専修科目）

計測・制御工学研究Ⅰ (2) 計測・制御工学研究Ⅱ (2) 機 械 情 報 工 学 研 究 Ⅰ (2)
機 械 情 報 工 学 研 究 Ⅱ (2) 材 料 力 学 ・ 設 計 工 学 研 究 Ⅰ (2) 材 料 力 学 ・ 設 計 工 学 研 究 Ⅱ (2)
流 体 工 学 研 究 Ⅰ (2) 流 体 工 学 研 究 Ⅱ (2) 熱 工 学 研 究 Ⅰ (2)
熱 工 学 研 究 Ⅱ (2) 材料・生産工学研究Ⅰ (2) 材料・生産工学研究Ⅱ (2)

　（必修科目）
文 献 研 究 Ⅰ Ａ (1) 文 献 研 究 Ⅰ Ｂ (2) 文 献 研 究 Ⅱ Ａ (1)
文 献 研 究 Ⅱ Ｂ (2) 研 究 実 験 Ⅰ Ａ (1) 研 究 実 験 Ⅰ Ｂ (2)
研 究 実 験 Ⅱ Ａ (1) 研 究 実 験 Ⅱ Ｂ (2)

　（選択科目）
機 械 工 学 特 論 Ⅰ (2) 機 械 工 学 特 論 Ⅱ (2) 精密計測システム特論 (2)
計 測 情 報 処 理 特 論 (2) 機 械 情 報 工 学 特 論 (2) ロ ボ ッ ト 工 学 特 論 (2)
シ ス テ ム 工 学 特 論 Ⅰ (2) シ ス テ ム 工 学 特 論 Ⅱ (2) 機 械 振 動 学 特 論 (2)
機 素 材 料 特 論 Ⅰ (2) 機 素 材 料 特 論 Ⅱ (2) 設 計 工 学 特 論 Ⅰ (2)
設 計 工 学 特 論 Ⅱ (2) 材料試験・評価特論Ⅰ (2) 材料試験・評価特論Ⅱ (2)
トライボロジー特論Ⅰ (2) トライボロジー特論Ⅱ (2) 流 体 潤 滑 特 論 Ⅰ (2)
流 体 潤 滑 特 論 Ⅱ (2) 内 燃 機 関 特 論 Ⅰ (2) 内 燃 機 関 特 論 Ⅱ (2)
流 体 工 学 特 論 Ⅰ (2) 流 体 工 学 特 論 Ⅱ (2) 熱 工 学 特 論 Ⅰ (2)
熱 工 学 特 論 Ⅱ (2) 圧 縮 性 流 体 工 学 特 論 (2) 機 械 工 作 法 特 論 Ⅰ (2)
機 械 工 作 法 特 論 Ⅱ (2) 機 械 材 料 特 論 Ⅰ (2) 機 械 材 料 特 論 Ⅱ (2)
生 産 管 理 特 論 (2) 溶 融 加 工 学 特 論 Ⅰ (2) 溶 融 加 工 学 特 論 Ⅱ (2)
材料・加工物理学特論Ⅰ (2) 材料・加工物理学特論Ⅱ (2)

　電気工学専攻
　（専修科目）

電 子 物 性 工 学 研 究 Ⅰ (2) 電 子 物 性 工 学 研 究 Ⅱ (2) 電 気 エ ネ ル ギ ー 工 学 研 究 Ⅰ (2)
電 気 エ ネ ル ギ ー 工 学 研 究 Ⅱ (2) 情報システム工学研究Ⅰ (2) 情報システム工学研究Ⅱ (2)
健康・人間医工学研究Ⅰ (2) 健康・人間医工学研究Ⅱ (2) 数 物 科 学 研 究 Ⅰ (2)
数 物 科 学 研 究 Ⅱ (2)

　（必修科目）
文 献 研 究 Ⅰ Ａ (1) 文 献 研 究 Ⅰ Ｂ (2) 文 献 研 究 Ⅱ Ａ (1)
文 献 研 究 Ⅱ Ｂ (2) 研 究 実 験 Ⅰ Ａ (1) 研 究 実 験 Ⅰ Ｂ (2)
研 究 実 験 Ⅱ Ａ (1) 研 究 実 験 Ⅱ Ｂ (2)

　（選択科目）
電 波 工 学 特 論 Ⅰ (2) 電 波 工 学 特 論 Ⅱ (2) 電子デバイス工学特論Ⅰ (2)
電子デバイス工学特論Ⅱ (2) 分子エレクトロニクス特論Ⅰ (2) 分子エレクトロニクス特論Ⅱ (2)
計 算 物 性 工 学 特 論 Ⅰ (2) 計 算 物 性 工 学 特 論 Ⅱ (2) スマートグリッド工学特論Ⅰ (2)
スマートグリッド工学特論Ⅱ (2) 高 電 圧 工 学 特 論 Ⅰ (2) 高 電 圧 工 学 特 論 Ⅱ (2)
インテリジェントシステム制御特論Ⅰ (2) インテリジェントシステム制御特論Ⅱ (2) 並列分散システム工学特論Ⅰ (2)
並列分散システム工学特論Ⅱ (2) 光デバイス工学特論Ⅰ (2) 光デバイス工学特論Ⅱ (2)
情 報 シ ス テ ム 運 用 学 特 論 Ⅰ (2) 情 報 シ ス テ ム 運 用 学 特 論 Ⅱ (2) 神 経 工 学 特 論 Ⅰ (2)
神 経 工 学 特 論 Ⅱ (2) 生 体 計 測 工 学 特 論 Ⅰ (2) 生 体 計 測 工 学 特 論 Ⅱ (2)
バイオメカニクス特論Ⅰ (2) バイオメカニクス特論Ⅱ (2) 健 康 医 科 学 特 論 Ⅰ (2)
健 康 医 科 学 特 論 Ⅱ (2) 原 子 核 物 理 学 特 論 Ⅰ (2) 原 子 核 物 理 学 特 論 Ⅱ (2)
神経生物物理学特論Ⅰ (2) 神経生物物理学特論Ⅱ (2) 量 子 物 理 学 特 論 Ⅰ (2)
量 子 物 理 学 特 論 Ⅱ (2) 高エネルギー天文学特論Ⅰ (2) 高エネルギー天文学特論Ⅱ (2)
理論宇宙物理学特論Ⅰ (2) 理論宇宙物理学特論Ⅱ (2) 整 数 論 特 論 Ⅰ (2)
整 数 論 特 論 Ⅱ (2) 可 換 代 数 学 特 論 Ⅰ (2) 可 換 代 数 学 特 論 Ⅱ (2)
微 分 幾 何 学 特 論 Ⅰ (2) 微 分 幾 何 学 特 論 Ⅱ (2) 代 数 幾 何 学 特 論 Ⅰ (2)



代 数 幾 何 学 特 論 Ⅱ (2)

　情報学専攻
　（専修科目）

情 報 科 学 研 究 Ⅰ (2) 情 報 科 学 研 究 Ⅱ (2) 情 報 通 信 工 学 研 究 Ⅰ (2)
情 報 通 信 工 学 研 究 Ⅱ (2) 情報システムデザイン研究Ⅰ (2) 情報システムデザイン研究Ⅱ (2)
情報メディア工学研究Ⅰ (2) 情報メディア工学研究Ⅱ (2)

　（必修科目）
文 献 研 究 Ⅰ Ａ (1) 文 献 研 究 Ⅰ Ｂ (2) 文 献 研 究 Ⅱ Ａ (1)
文 献 研 究 Ⅱ Ｂ (2) 研 究 実 験 Ⅰ Ａ (1) 研 究 実 験 Ⅰ Ｂ (2)
研 究 実 験 Ⅱ Ａ (1) 研 究 実 験 Ⅱ Ｂ (2)

　（選択科目）
ユ ビ キ タ ス 情 報 技 術 特 論 Ⅰ (2) ユ ビ キ タ ス 情 報 技 術 特 論 Ⅱ (2) ネットワー クセキュリテ ィ特論Ⅰ (2)
ネットワークセキュリティ特 論Ⅱ (2) 情報ネットワーク特論Ⅰ (2) 情報ネットワーク特論Ⅱ (2)
情報通信システム工学特論Ⅰ (2) 情報通信システム工学特論Ⅱ (2) 組込みシステム・ロボット学特論Ⅰ (2)
組込みシステム・ロボット学特論Ⅱ (2) 医 用 情 報 工 学 特 論 (2) 映像メディア工学特論 (2)
コンテンツクリエーション特論 (2) 情 報 芸 術 特 論 (2) 映 像 表 現 特 論 (2)
コンピュータグラフィックス特論Ⅰ (2) コンピュータグラフィックス特論Ⅱ (2) グラフ理論応用特論Ⅰ (2)
グラフ理論応用特論Ⅱ (2) 計 算 特 論 Ⅰ (2) 計 算 特 論 Ⅱ (2)
知 能 シ ス テ ム 特 論 Ⅰ (2) 知 能 シ ス テ ム 特 論 Ⅱ (2) ソフトウェア品質管理特論 (2)
マイコンシステム特論Ⅰ (2) マイコンシステム特論Ⅱ (2)

　建築学専攻
　（専修科目）

建築・都市計画研究Ⅰ (2) 建築・都市計画研究Ⅱ (2) 建築構造・生産研究Ⅰ (2)
建築構造・生産研究Ⅱ (2) 建築設備・環境工学研究Ⅰ (2) 建築設備・環境工学研究Ⅱ (2)

　（必修科目）
文 献 研 究 Ⅰ Ａ (1) 文 献 研 究 Ⅰ Ｂ (2) 文 献 研 究 Ⅱ Ａ (1)
文 献 研 究 Ⅱ Ｂ (2) 研 究 演 習 実 験 Ⅰ Ａ (1) 研 究 演 習 実 験 Ⅰ Ｂ (2)
研 究 演 習 実 験 Ⅱ Ａ (1) 研 究 演 習 実 験 Ⅱ Ｂ (2)

　（選択科目）
建 築 計 画 特 論 Ａ (2) 建 築 計 画 特 論 Ｂ (2) 行 動 デ ザ イ ン 特 論 (2)
都 市 ・ 地 域 計 画 特 論 (2) 建 築 意 匠 特 論 (3) 建築・都市デザイン方法特論 (2)
日 本 近 代 住 宅 史 特 論 (2) ラ ン ド ス ケ ー プ 特 論 (2) 建 築 再 生 計 画 特 論 (2)
デ ザ イ ン ス タ ジ オ Ⅰ (2) デ ザ イ ン ス タ ジ オ Ⅱ (2) 建 築 構 造 計 画 特 論 (2)
建 築 構 造 力 学 特 論 (2) 建 築 弾 塑 性 学 特 論 (2) 建 築 構 造 設 計 特 論 (2)
建 築 構 法 学 特 論 (2) フ ァ シ リ テ ィ マ ネ ジ メ ン ト 特 論 (2) 建 築 施 工 学 特 論 Ａ (2)
建 築 施 工 学 特 論 Ｂ (2) 建 築 材 料 学 特 論 Ａ (2) 建 築 材 料 学 特 論 Ｂ (2)
建 築 振 動 学 特 論 Ａ (2) 建 築 振 動 学 特 論 Ｂ (2) 鉄 骨 構 造 設 計 特 論 (2)
地 震 工 学 特 論 (2) 複 合 構 造 特 論 (2) 建築高耐久化工学特論 (2)
建築構造性能設計特論 (2) 建 築 環 境 計 画 特 論 (2) 環 境 衛 生 工 学 特 論 (2)
建 築 熱 ・ 光 環 境 工 学 特 論 (2) 建 築 音 響 計 画 特 論 (2) 建 築 設 備 機 械 特 論 (2)
空 気 調 和 計 画 特 論 (2) 建 築 給 排 水 設 備 工 学 特 論 (2) 建 築 給 排 水 設 備 計 画 特 論 (2)
建築設備自動制御特論 (2) 建築電気設備工学特論 (2) 環 境 管 理 特 論 (2)
建 築 防 災 工 学 特 論 (2) 建 築 士 特 論 (2) イ ン タ ー ン シ ッ プ (4)

　土木工学専攻
　（専修科目）

構造工学研究Ⅰ【Ｊ / Ｅ】 (2) 構造 工学研究Ⅱ【Ｊ / Ｅ】 (2) コンクリート工学研究Ⅰ【Ｊ /Ｅ】 (2)
コンクリート工学研究Ⅱ【Ｊ /Ｅ】 (2) 地盤 工学研究Ⅰ【Ｊ / Ｅ】 (2) 地盤 工学研究Ⅱ【Ｊ / Ｅ】 (2)



水 工 学 研 究 Ⅰ 【 Ｊ / Ｅ 】 (2) 水 工 学 研 究 Ⅱ 【 Ｊ / Ｅ 】 (2) 防 災 工 学 研 究 Ⅰ 【 Ｊ / Ｅ 】 (2)
防 災 工 学 研 究 Ⅱ 【 Ｊ / Ｅ 】 (2)

　（必修科目）
文 献 研 究 Ⅰ Ａ 【 Ｊ / Ｅ 】 (1) 文 献 研 究 Ⅰ Ｂ 【 Ｊ / Ｅ 】 (2) 文 献 研 究 Ⅱ Ａ 【 Ｊ / Ｅ 】 (1)
文 献 研 究 Ⅱ Ｂ 【 Ｊ / Ｅ 】 (2) 研 究 実 験 Ⅰ Ａ 【 Ｊ / Ｅ 】 (1) 研 究 実 験 Ⅰ Ｂ 【 Ｊ / Ｅ 】 (2)
研 究 実 験 Ⅱ Ａ 【 Ｊ / Ｅ 】 (1) 研 究 実 験 Ⅱ Ｂ 【 Ｊ / Ｅ 】 (2)

　（選択科目）
耐震構造学特論【Ｊ/Ｅ】 (2) 構 造 設 計 学 特 論 (2) 橋 梁 工 学 特 論 (2)
風 工 学 特 論 (2) コンクリート工学特論 (2) コンクリート構造特論 (2)
地 盤 耐 震 工 学 特 論 (2) 地盤防災工学特論【Ｊ/Ｅ】 (2) 地震地盤工学特論【Ｊ/Ｅ】 (2)
地 盤 工 学 特 論 (2) 地 震 学 特 論 (2) 地 震 工 学 特 論 (2)
地 震 防 災 工 学 特 論 (2) 災 害 リ ス ク 工 学 特 論 (2) 都 市 防 災 学 特 論 (2)
建設マネジメント工学特論 (2) 海 岸 工 学 特 論 (2) 流 体 力 学 特 論 (2)
イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅰ (2) イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅱ (2)

　物質生命科学専攻
　（専修科目）

有機・高分子化学研究Ⅰ (2) 有機・高分子化学研究Ⅱ (2) 無 機 材 料 ・ 固 体 物 理 化 学 研 究 Ⅰ (2)
無 機 材 料 ・ 固 体 物 理 化 学 研 究 Ⅱ (2) 電気化学・表面工学研究Ⅰ (2) 電気化学・表面工学研究Ⅱ (2)
生 命 科 学 研 究 Ⅰ (2) 生 命 科 学 研 究 Ⅱ (2) 環 境 工 学 研 究 Ⅰ (2)
環 境 工 学 研 究 Ⅱ (2) 材料・表面工学研究Ⅰ (2) 材料・表面工学研究Ⅱ (2)
薬 品 化 学 研 究 Ⅰ (2) 薬 品 化 学 研 究 Ⅱ (2)

　（必修科目）
文 献 研 究 Ⅰ Ａ (1) 文 献 研 究 Ⅰ Ｂ (2) 文 献 研 究 Ⅱ Ａ (1)
文 献 研 究 Ⅱ Ｂ (2) 研 究 実 験 Ⅰ Ａ (1) 研 究 実 験 Ⅰ Ｂ (2)
研 究 実 験 Ⅱ Ａ (1) 研 究 実 験 Ⅱ Ｂ (2)

　（選択科目）
有 機 合 成 化 学 特 論 Ⅰ (2) 有 機 合 成 化 学 特 論 Ⅱ (2) 機能性高分子材料化学特論Ⅰ (2)
機能性高分子材料化学特論Ⅱ (2) 薬 品 化 学 特 論 Ⅰ (2) 薬 品 化 学 特 論 Ⅱ (2)
無 機 合 成 化 学 特 論 Ⅰ (2) 無 機 合 成 化 学 特 論 Ⅱ (2) 分 光 化 学 特 論 Ⅰ (2)
分 光 化 学 特 論 Ⅱ (2) 先 進 表 面 工 学 特 論 Ⅰ (2) 先 進 表 面 工 学 特 論 Ⅱ (2)
電気化学システム特論Ⅰ (2) 電気化学システム特論Ⅱ (2) ｴ ﾚ ｸ ﾄ ﾛ ﾆ ｸ ｽ 実 装工学特論Ⅰ (2)
ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ実装工学特論Ⅱ (2) 電気化学分析システム特論Ⅰ (2) 電気化学分析システム特論Ⅱ (2)
生 物 物 理 学 特 論 Ⅰ (2) 生 物 物 理 学 特 論 Ⅱ (2) 糖 脂 質 科 学 特 論 Ⅰ (2)
糖 脂 質 科 学 特 論 Ⅱ (2) 化 学 感 覚 特 論 Ⅰ (2) 化 学 感 覚 特 論 Ⅱ (2)
生 命 医 薬 科 学 特 論 Ⅰ (2) 生 命 医 薬 科 学 特 論 Ⅱ (2) 真 菌 学 特 論 Ⅰ (2)
真 菌 学 特 論 Ⅱ (2) 植 物 生 理 学 特 論 Ⅰ (2) 植 物 生 理 学 特 論 Ⅱ (2)
医 療 衛 生 学 特 論 Ⅰ (2) 医 療 衛 生 学 特 論 Ⅱ (2) 藻類バイオマス特論Ⅰ (2)
藻類バイオマス特論Ⅱ (2) 化 学 工 学 特 論 Ⅰ (2) 化 学 工 学 特 論 Ⅱ (2)
水 環 境 工 学 特 論 Ⅰ (2) 水 環 境 工 学 特 論 Ⅱ (2) 環 境 化 学 特 論 Ⅰ (2)
環 境 化 学 特 論 Ⅱ (2) 無 機 機 能 材 料 特 論 Ⅰ (2) 無 機 機 能 材 料 特 論 Ⅱ (2)
セ ラ ミ ッ ク ス 特 論 (2) 触 媒 化 学 特 論 (2) 化学システム工学特論Ⅰ (2)
化学システム工学特論Ⅱ (2) 環境システム化学特論Ⅰ (2) 環境システム化学特論Ⅱ (2)
環 境 材 料 工 学 特 論 Ⅰ (2) 環 境 材 料 工 学 特 論 Ⅱ (2) 半 導 体 材 料 工 学 特 論 (2)
外 国 語 講 読 特 論 Ⅰ (2) 外 国 語 講 読 特 論 Ⅱ (2) イ ン タ ー ン シ ッ プ (2)
材 料 ・ 表 面 工 学 特 論 (2) 機 能 性 薄 膜 特 論 Ⅰ (2) 機 能 性 薄 膜 特 論 Ⅱ (2)
電 気 ・ 電 子 材 料 工 学 特 論 Ⅰ (2) 電 気 ・ 電 子 材 料 工 学 特 論 Ⅱ (2)

履修方法
1 入学の際、所属する専攻課程に設けられている専修分野の中から専修すべき専修名を選定
するものとする。これを専修科目とする。



2

3
は、指導教授の指示を受けなければならない。
4

5

専修科目４単位、必修科目１２単位を含み３０単位以上を修得しなければならない。なお、

専修科目として選定した科目については、講義、文献研究、研究実験（演習を含む）を履
修することを要する。その専修科目を担当する教員を指導教授（指導教員）とする。
所属する専攻課程に設けられた科目（専修別必修科目を含む）の選定及び履修にあたって

神奈川県内の大学間における学術交流協定大学の大学院で特別聴講学生として、修得した
単位のうち１５単位まで、及び本学理工学部、建築・環境学部又は工学部において、特別履
修生として修得した単位のうち８単位まで含むことができる。
前項の所定の単位は、第１年次において２分の１以上の単位（専修別必修科目を含む）を
修得し、第２年次において論文研究を充分行えるよう履修すること。



２　博士後期課程
（１）文学研究科
　英語英米文学専攻
Ａ群 英米文学特殊研究Ⅰ－１ 英米文学特殊研究Ⅰ－２ 英米文学特殊研究Ⅱ－１

（ 英 国 小 説 ） (2) （ 英 国 小 説 ） (2) （ イ ギ リ ス 詩 ） (2)
英米文学特殊研究Ⅱ－２ 英米文学特殊研究Ⅲ－１ 英米文学特殊研究Ⅲ－２
（ イ ギ リ ス 詩 ） (2) （ 中 世 英 文 学 ） (2) （ 中 世 英 文 学 ） (2)
英米文学特殊研究Ⅳ－１ 英米文学特殊研究Ⅳ－２ 英米文学特殊研究Ⅴ－１
（２０世紀アメリカ詩） (2) （２０世紀アメリカ詩） (2) （１９世紀アメリカ詩） (2)
英米文学特殊研究Ⅴ－２ 英語学特殊研究Ⅰ－１ 英語学特殊研究Ⅰ－２
（１９世紀アメリカ詩） (2) （ 英 語 学 ・ 英 語 史 ） (2) （ 英 語 学 ・ 英 語 史 ） (2)
英語学特殊研究Ⅱ－１ 英語学特殊研究Ⅱ－２ 英語学特殊研究Ⅲ－１
（ 音 声 学 ） (2) （ 音 声 学 ） (2) （英語学・英語教育） (2)
英語学特殊研究Ⅲ－２ 英語学特殊研究Ⅳ－１ 英語学特殊研究Ⅳ－２
（英語学・英語教育） (2) （語用論・認知言語学） (2) （語用論・認知言語学） (2)

Ｂ群 英米文学特殊講義Ⅰ－１ 英米文学特殊講義Ⅰ－２ 英米文学特殊講義Ⅱ－１
（ 英 国 小 説 ） (2) （ 英 国 小 説 ） (2) （２０世紀アメリカ詩） (2)
英米文学特殊講義Ⅱ－２ 英米文学特殊講義Ⅲ－１ 英米文学特殊講義Ⅲ－２
（２０世紀アメリカ詩） (2) （１９世紀アメリカ詩） (2) （１９世紀アメリカ詩） (2)
英米文学特殊講義Ⅳ－１ 英米文学特殊講義Ⅳ－２ 英語学特殊講義Ⅰ－１
（２０世紀アメリカ小説） (2) （２０世紀アメリカ小説） (2) （ 意 味 論 ・ 統 語 論 ） (2)
英語学特殊講義Ⅰ－２ 英語学特殊講義Ⅱ－１ 英語学特殊講義Ⅱ－２
（ 意 味 論 ・ 統 語 論 ） (2) （英語学・英語教育） (2) （英語学・英語教育） (2)
英語学特殊講義Ⅲ－１ 英語学特殊講義Ⅲ－２
（語用論・認知言語学） (2) （語用論・認知言語学） (2)

　比較日本文化専攻

Ａ群 比較日本文化特殊研究Ⅰ－１ 比較日本文化特殊研究Ⅰ－２ 比較日本文化特殊研究Ⅱ－１

（ 比 較 文 化 ） (2) （ 比 較 文 化 ） (2) （ 文 化 史 ） (2)
比較日本文化特殊研究Ⅱ－２ 比較日本文化特殊研究Ⅲ－１ 比較日本文化特殊研究Ⅲ－２
（ 文 化 史 ） (2) （ 文 学 ） (2) （ 文 学 ） (2)
比較日本文化特殊研究Ⅳ－１ 比較日本文化特殊研究Ⅳ－２ 比較日本文化特殊研究Ⅴ－１
（ 東 ア ジ ア ） (2) （ 東 ア ジ ア ） (2) （ キ リ ス ト 教 史 ） (2)
比較日本文化特殊研究Ⅴ－２ 比較日本文化特殊研究Ⅵ－１ 比較日本文化特殊研究Ⅵ－２

（ キ リ ス ト 教 史 ） (2) ( 欧 米 文 化 ) (2) ( 欧 米 文 化 ) (2)
Ｂ群 比較日本文化特殊講義Ⅰ－１ 比較日本文化特殊講義Ⅰ－２ 比較日本文化特殊講義Ⅱ

（ 東 ア ジ ア ） (2) （ 東 ア ジ ア ） (2) （アジア社会文化論） (2)
比較日本文化特殊講義Ⅲ－１ 比較日本文化特殊講義Ⅲ－２ 比較日本文化特殊講義Ⅳ－１

（ 日 本 近 世 文 化 ） (2) （ 日 本 近 世 文 化 ） (2) （ 日 中 比 較 文 学 ） (2)
比較日本文化特殊講義Ⅳ－２ 比較日本文化特殊講義Ⅴ－１ 比較日本文化特殊講義Ⅴ－２

（ 日 中 比 較 文 学 ） (2) （ 日 本 語 学 ） (2) （ 日 本 語 学 ） (2)
比較日本文化特殊講義Ⅵ－１ 比較日本文化特殊講義Ⅵ－２ 比較日本文化特殊講義Ⅶ－１

（ キ リ ス ト 教 史 ） (2) （ キ リ ス ト 教 史 ） (2) （ 文 化 史 ） (2)
比較日本文化特殊講義Ⅶ－２

（ 文 化 史 ） (2)
　社会学専攻
Ａ群 社会学特殊研究Ⅰ－１ 社会学特殊研究Ⅰ－２ 社会学特殊研究Ⅱ－１

（ 社 会 学 史 ） (2) （ 社 会 学 史 ） (2) ( 地 域 社 会 計 画 ) (2)
社会学特殊研究Ⅱ－２ 社会学特殊研究Ⅲ－１ 社会学特殊研究Ⅲ－２
( 地 域 社 会 計 画 ) (2) （ 社 会 心 理 ） (2) （ 社 会 心 理 ） (2)
社会学特殊研究Ⅳ－１ 社会学特殊研究Ⅳ－２ 社会学特殊研究Ⅴ－１ (2)
（ 環 境 社 会 学 ） (2) （ 環 境 社 会 学 ） (2)
社会学特殊研究Ⅴ－２ (2) 社会福祉学特殊研究Ⅰ－1 社会福祉学特殊研究Ⅰ－２

（ 高 齢 者 福 祉 ） (2) （ 高 齢 者 福 祉 ） (2)
社会福祉学特殊研究Ⅱ－１ 社会福祉学特殊研究Ⅱ－２ 社会福祉学特殊研究Ⅲ－１



（ 障 害 学 ） (2) （ 障 害 学 ） (2) （ 地 域 福 祉 ） (2)
社会福祉学特殊研究Ⅲ－２
（ 地 域 福 祉 ） (2)

Ｂ群 社会学特殊講義Ⅰ－１ 社会学特殊講義Ⅰ－２ 図書館情報学特殊講義１ (2)
（ 都 市 と 地 域 ） (2) （ 都 市 と 地 域 ） (2)
図書館情報学特殊講義２ (2) 図書館情報メディア特殊講義１ (2) 図書館情報メディア特殊講義２ (2)
教 育 学 特 殊 講 義 １ (2) 教 育 学 特 殊 講 義 ２ (2) 社会福祉学特殊講義Ⅰ

（ 高 齢 者 福 祉 ） (2)

社会福祉学特殊講義Ⅱ－１ 社会福祉学特殊講義Ⅱ－２ 社会福祉学特殊講義Ⅲ
（ 児 童 家 庭 福 祉 ） (2) （ 児 童 家 庭 福 祉 ） (2) （ 地 域 福 祉 ） (2)

　履修方法
１ 学位論文作成のため、各自の研究主題に応じて、指導教授による必要な研究指導を受けな

ければならない。
２ 研究指導のほか、授業科目の中から毎年次最低２科目４単位以上を履修しなければならない。

なお、履修科目は原則として同名の１、２を春学期及び秋学期で連続して履修するものとする。
３ 博士の学位を得ようとする者は、３年以上在学し、各専攻分野ともＡ群研究科目から６科目１２単位、

Ｂ群講義科目から２科目４単位以上を修得し、かつ必要な研究指導を受けた上、学位論文を提出して、
その審査及び最終試験に合格しなければならない。 
なお、３年次以内に博士論文を提出しない者は、３年次において博士予備論文を 提出するもの
とする。    



（２）経済学研究科
　経済学専攻
　講義科目
　１．経済理論・経済学史分野

経 済 理 論 特 殊 研 究 (4) 経 済 学 史 特 殊 研 究 (4)
　２．近代経済学分野

現 代 経 済 特 殊 研 究 (4) 経 済 統 計 学 特 殊 研 究 (4) 情 報 処 理 論 特 殊 研 究 (4)
　３．応用経済分野

経 済 政 策 論 特 殊 研 究 (4) 財 政 理 論 特 殊 研 究 (4) 地 方 財 政 特 殊 研 究 (4)
金 融 論 特 殊 研 究 (4) 国 際 金 融 論 特 殊 研 究 (4) 労 働 経 済 論 特 殊 研 究 (4)

　４．経済史・世界経済分野
日 本 経 済 史 特 殊 研 究 (4) アメリカ経済論特殊研究 (4) 国 際 経 済 学 特 殊 研 究 (4)

　５．共通分野
現 代 政 治 論 特 殊 研 究 (4) ジェンダー論特殊研究 (4) 前 近 代 史 特 殊 研 究 (4)
メディア文化論特殊研究 (4) 青少年問題の社会学特殊研究 (4)

　演習科目
　１．経済理論・経済学史分野

演 習 Ⅰ (4) 演 習 Ⅱ (4) 演 習 Ⅲ (4)
　２．近代経済学分野

演 習 Ⅰ (4) 演 習 Ⅱ (4) 演 習 Ⅲ (4)
　３．応用経済分野

演 習 Ⅰ (4) 演 習 Ⅱ (4) 演 習 Ⅲ (4)
　４．経済史・世界経済分野

演 習 Ⅰ (4) 演 習 Ⅱ (4) 演 習 Ⅲ (4)
　５．共通分野

演 習 Ⅰ (4) 演 習 Ⅱ (4) 演 習 Ⅲ (4)

　履修方法
　１．学位論文作成のため、各自の研究主題に応じて、指導教授による必要な研究指導
　　　を受けなければならない。
  ２．研究指導のほか、授業科目の中から、講義科目１科目４単位以上を修得しなけれ

ばならない。
  ３．演習科目は、指導教授が担当する科目に限り、演習Ⅰから順に、各年次１科目ず
      つ計３科目12単位を修得しなければならない。

　経営学専攻
　講義科目
　１．経営学分野

経 営 史 特 殊 研 究 (4) 経 営 学 特 殊 研 究 (4) 経 営 管 理 論 特 殊 研 究 (4)
国 際 経 営 論 特 殊 研 究 (4) 経 営 財 務 論 特 殊 研 究 (4) 現 代 企 業 論 特 殊 研 究 (4)

　２．経営情報分野
意 思 決 定 論 特 殊 研 究 (4) 経営科学応用論特殊研究 (4)

　３．流通・マーケティング分野

流通システム論特殊研究 (4)
マーケティング・コミュ
ニケーション論特殊研究

(4) マーケティング論特殊研究 (4)

　４．会計学分野
会 計 学 特 殊 研 究 (4) 管 理 会 計 論 特 殊 研 究 (4) 財 務 会 計 論 特 殊 研 究 (4)
原 価 管 理 論 特 殊 研 究 (4)

　５．共通分野
現 代 政 治 論 特 殊 研 究 (4) ジェンダー論特殊研究 (4) メディア文化論特殊研究 (4)
青少年問題の社会学特殊研究 (4)



　演習科目
　１．経営学分野

演 習 Ⅰ (4) 演 習 Ⅱ (4) 演 習 Ⅲ (4)
　２．経営情報分野

演 習 Ⅰ (4) 演 習 Ⅱ (4) 演 習 Ⅲ (4)
　３．流通・マーケティング分野

演 習 Ⅰ (4) 演 習 Ⅱ (4) 演 習 Ⅲ (4)
　４．会計学分野

演 習 Ⅰ (4) 演 習 Ⅱ (4) 演 習 Ⅲ (4)
　５．共通分野

演 習 Ⅰ (4) 演 習 Ⅱ (4) 演 習 Ⅲ (4)

　履修方法
　１．学位論文作成のため、各自の研究主題に応じて、指導教授による必要な研究指導
　　　を受けなければならない。
  ２．研究指導のほか、授業科目の中から、講義科目１科目４単位以上を修得しなけれ

ばならない。
  ３．演習科目は、指導教授が担当する科目に限り、演習Ⅰから順に、各年次１科目ず
      つ計３科目12単位を修得しなければならない。



（３）法学研究科
　法学専攻
    講義科目

憲 法 特 殊 研 究 １ (2) 憲 法 特 殊 研 究 ２ (2) 行 政 法 特 殊 研 究 １ (2)
行 政 法 特 殊 研 究 ２ (2) 法 哲 学 特 殊 研 究 １ (2) 法 哲 学 特 殊 研 究 ２ (2)
税 法 特 殊 研 究 １ (2) 税 法 特 殊 研 究 ２ (2) 国 際 法 特 殊 研 究 １ (2)
国 際 法 特 殊 研 究 ２ (2) 地方自治法特殊研究１ (2) 地方自治法特殊研究２ (2)
環 境 法 特 殊 研 究 １ (2) 環 境 法 特 殊 研 究 ２ (2) 刑 法 特 殊 研 究 １ (2)
刑 法 特 殊 研 究 ２ (2) 刑事訴訟法特殊研究１ (2) 刑事訴訟法特殊研究２ (2)
民法（財産法）特殊研究１ (2) 民法（財産法）特殊研究２ (2) 民法（財産法）特殊研究３ (2)
民法（財産法）特殊研究４ (2) 家 族 法 特 殊 研 究 １ (2) 家 族 法 特 殊 研 究 ２ (2)
民事訴訟法特殊研究１ (2) 民事訴訟法特殊研究２ (2) 企業活動法特殊研究１ (2)
企業活動法特殊研究２ (2) 企業組織法特殊研究１ (2) 企業組織法特殊研究２ (2)
有価証券法特殊研究１ (2) 有価証券法特殊研究２ (2) 競 争 法 特 殊 研 究 １ (2)
競 争 法 特 殊 研 究 ２ (2) 国際経済法特殊研究１ (2) 国際経済法特殊研究２ (2)
労 働 法 特 殊 研 究 １ (2) 労 働 法 特 殊 研 究 ２ (2) 政 治 学 特 殊 研 究 １ (2)
政 治 学 特 殊 研 究 ２ (2) 国際政治学特殊研究１ (2) 国際政治学特殊研究２ (2)
社会思想史特殊研究１ (2) 社会思想史特殊研究２ (2) 国際金融制度論特殊研究１ (2)
国際金融制度論特殊研究２ (2)

    研究指導科目
合 同 論 文 指 導 Ⅴ (2) 合 同 論 文 指 導 Ⅵ (2) 合 同 論 文 指 導 Ⅶ (2)
合 同 論 分 指 導 Ⅷ (2) 合 同 論 文 指 導 Ⅸ (2) 合 同 論 文 指 導 Ⅹ (2)

  履修方法
1 学位論文作成のため、研究指導科目６科目（合同論文指導Ⅴ・Ⅵ・Ⅶ・Ⅷ・Ⅸ・Ⅹ）
12単位を修得しなければならない。

2 博士の学位を受けようとする者は、３年以上在学し、学位論文を提出してその審査および
最終試験に合格しなければならない。



（４）工学研究科
　建築学専攻
　（専修科目）

建築・都市計画学特殊研究 (4) 建 築 構 造 学 特 殊 研 究 (4) 建築材料・施工学特殊研究 (4)
建築設備・環境工学特殊研究 (4) 建築再生計画特殊研究 (4) 建築都市デザイン学特殊研究 (4)

　（選択科目）
建 築 計 画 特 殊 講 義 (4) 都市・地域計画特殊講義 (4) 建築デザイン特殊講義 (4)
建 築 史 特 殊 講 義 (4) 建 築 構 造 学 特 殊 講 義 (4) 建 築 材 料 特 殊 講 義 (4)
建 築 施 工 学 特 殊 講 義 (4) 環境設備工学特殊講義 (4) 都市衛生工学特殊講義 (4)
人間環境工学特殊講義 (4) 建築電気設備工学特殊講義 (4) 建築給排水設備工学特殊講義 (4)
建築構造計画特殊講義 (4) 建築弾塑性論特殊講義 (4) 建築空調設備工学特殊講義 (4)
建築再生計画特殊講義 (4)

　総合工学専攻
　（専修科目）

計測・制御工学特殊研究 (4) 機械情報工学特殊研究 (4) 流 体 工 学 特 殊 研 究 (4)
熱 工 学 特 殊 研 究 (4) 材料・生産工学特殊研究 (4) 電子物性工学特殊研究 (4)
計算物性工学特殊研究 (4) 高 電 圧 工 学 特 殊 研 究 (4) 電気エネルギー工学特殊研究 (4)
情 報 シ ス テ ム 工 学 特 殊 研 究 (4) 生 体 情 報 学 特 殊 研 究 (4) 原子核物理学特殊研究 (4)
量 子 多 体 系 物 理 学 特 殊 研 究 (4) 高エネルギー天文学特殊研究 (4) 電波･通信工学特殊研究 (4)
情報セキュリティ特殊研究 (4) 情報システムデザイン特殊研究 (4) 構 造 工 学 特 殊 研 究 (4)
コンクリート工学特殊研究 (4) 地 盤 工 学 特 殊 研 究 (4) 無機物質化学特殊研究 (4)
表面物質化学特殊研究 (4) 生命機能科学特殊研究 (4) 生命有機化学特殊研究 (4)
植物分子生物学特殊研究 (4) 真菌資源科学特殊研究 (4) 材 料 ・ 表 面 工 学 特 殊 研 究 (4)
有機物質化学特殊研究 (4) 防 災 工 学 特 殊 研 究 (4)

　（選択科目）
超精密計測情報システム特殊 講義 (4) ロボット工学特殊講義 (4) トライボロジー特殊講義 (4)
熱 工 学 特 殊 講 義 (4) 材料・加工物理学特殊講義 (4) 電子デバイス工学特殊講義 (4)
分子エレクトロニクス工学特殊講義 (4) 計算物性工学特殊講義 (4) 高 電 圧 工 学 特 殊 講 義 (4)
大規模分散システム構成論特殊講義 (4) 生 体 情 報 学 特 殊 講 義 (4) 電気エネルギー工学特殊講義 (4)
光デバイス工学特殊講義 (4) 原子核物理学特殊講義 (4) 量 子 多 体 系 物 理 学 特 殊 講 義 (4)
高エネルギー天文学特殊講義 (4) 通 信 シ ス テ ム 工 学 特 殊 講 義 (4) 情報通信工学特殊講義 (4)
情 報 セ キ ュ リ テ ィ 特 殊 講 義 (4) 組込みシステム・ロボット学特殊講義 (4) 耐 震 構 造 学 特 殊 講 義 (4)
風 工 学 特 殊 講 義 (4) コンクリート工学特殊講義 (4) 地 盤 工 学 特 殊 講 義 (4)
地 震 工 学 特 殊 講 義 (4) 水 防 災 工 学 特 殊 講 義 (4) 都 市 防 災 学 特 殊 講 義 (4)
無機素材化学特殊講義 (4) 物 性 化 学 特 殊 講 義 (4) エレクトロニクス実装特殊講義 (4)
化 学 工 学 特 殊 講 義 (4) 水 環 境 特 殊 講 義 (4) 環 境 化 学 特 殊 講 義 (4)
触 媒 化 学 特 殊 講 義 (4) 生命機能科学特殊講義 (4) 生命有機化学特殊講義 (4)
動物分子生物学特殊講義 (4) 植物分子生物学特殊講義 (4) 真菌資源科学特殊講義 (4)
材料・表面工学特殊講義Ⅰ (4) 材料・表面工学特殊講義Ⅱ (4) 高分子材料化学特殊講義 (4)
表 面 処 理 工 学 特 殊 講 義 (4) 表 面 解 析 工 学 特 殊 講 義 (4) 電気・電子材料工学特殊講義 (4)

履修方法
1

2
3

4

5

6

入学の際、所属の専攻課程に設けられている専修分野の中から専修すべき科目を１科目選
定し、これを専修科目とする。
専修科目として選定した科目を担当する教員を指導教授とする。
所属専攻の専修分野より、専修科目１科目を選定し、指導教授の指導のもとに所定の研究
を行わなければならない。
専修科目以外の選択科目は、関連科目の中から、指導教授の指導を受け、履修するものと
する。
本学前期課程開講科目を履修することはできるが、修得した単位は修了要件に算入するこ
とができない。
博士後期課程授業科目から専修科目４単位を含めて８単位以上、合計３８単位（修士課程



又は博士前期課程で修得した単位数３０単位を含む）以上修得しなければならない。



３　修士課程
（１）法学研究科

地域創生専攻
　講義科目
（専攻主要科目）

地域創生論講義（自治体行政） (2) 地域創生論講義（社会保障） (2) 地域創生論講義（コミュニティ） (2)
地域創生論講義（社会システム） (2) 地域創生論講義（政策法務） (2) 地域創生論講義（地方創生） (2)

（地域創生系科目）
行 政 学 講 義 (2) 地 域 社 会 論 講 義 (2) 地 域 環 境 政 策 論 講 義 (2)

地 域 Ｄ Ｘ 推 進 論 講 義 (2) ソーシャルビジネス論講義 (2) 防 災 ･ 復 興 論 講 義 (2)
Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 実 践 論 講 義 (2) 地 域 安 全 政 策 論 講 義 (2) 地方財務会計論(特論) (2)
地 方 議 会 論 講 義 (2)

（公法系科目）
地 方 自 治 法 基 礎 講 義 (2) 地 方 自 治 法 特 殊 講 義 (2) 行 政 法 基 礎 講 義 (2)
行 政 法 特 殊 講 義 (2) 社 会 保 障 法 基 礎 講 義 (2) 社 会 保 障 法 特 殊 講 義 (2)

（マネジメント系科目）
現 代 企 業 論 特 殊 講 義 (2) 経 営 財 務 論 特 殊 講 義 (2) 現代ツーリズム特殊講義 (2)
地 域 商 業 論 （ 特 論 ） (2) マーケティング･コミュニケーション論特殊講義 (2)  コストマネジメント論特殊講義 (2)

　演習科目
 地方自治法専門応用（演習）１ (1)  地方自治法専門応用（演習）２ (1)  社会保障法専門応用（演習）１ (1)
 社会保障法専門応用（演習）２ (1)  地域社会論専門応用（演習）１ (1)  地域社会論専門応用（演習）２ (1)

 ソーシャルビジネス論専門応用（演習）１ (1)  ソーシャルビジネス論専門応用（演習）２ (1)  防災･復興論専門応用（演習）１ (1)
 防災･復興論専門応用（演習）２ (1)  地方議会論専門応用（演習）１ (1)  地方議会論専門応用（演習）２ (1)

 行政学専門応用（演習）１ (1)  行政学専門応用（演習）２ (1)

　研究指導科目
合 同 論 文 指 導 Ⅰ (1) 合 同 論 文 指 導 Ⅱ (1) 合 同 論 文 指 導 Ⅲ (2)
合 同 論 文 指 導 Ⅳ (2) 特 定 課 題 研 究 Ⅰ (1) 特 定 課 題 研 究 Ⅱ (1)

合同リサーチペーパー指導Ⅰ (2) 合同リサーチペーパー指導Ⅱ (2)

    a.演習科目の中から指導教授以外の担当する演習科目２科目２単位。

　変更理由書に指導教授の確認印を得て履修登録変更届けを所定の期日までに提出しなければならない。

４．開講科目の中から、以下の条件にしたがって、原則として２年以上にわたって30単位以上を

　修得しなければならない。

　①　指導教授が担当する専攻主要科目１科目２単位

　②　①以外の講義科目20単位以上

　オンラインのいずれによる履修とするかを指導教授と協議するものとする。

３．毎年度初めに、その年度の春学期及び秋学期に履修するすべての科目を、所定の期日までに

　③　指導教授が担当する演習２科目２単位

　④　研究指導科目（修士論文を選択した場合は合同論文指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、特定課題研究を

　　選択した場合は特定課題研究Ⅰ・Ⅱ、合同リサーチペーパー指導Ⅰ・Ⅱ）６単位

　⑤　指導教授の承認を得て、以下のa.からc.までの中から８単位まで選択履修することができる。

　　その場合、修得した単位は、②の修了に必要な単位数（20単位）に加えることができる。

履修方法

１．入学の際、指導教授を定め、指導教授と協議し修士論文又は特定課題研究のいずれかを

　選択しなければならない。

２．当該指導教授の指導により、履修科目を決めなければならない。その際、科目ごとに対面又は

　教務課に登録しなければならない。年度初めに登録した秋学期履修科目を変更する場合は、

　　　ただし、当該演習科目担当教員の事前承認を必要とする。



（２）看護学研究科
看護学専攻
　共通科目
1.共通科目Ⅰ

看 護 研 究 方 法 論 (2) 看 護 理 論 (2) 看 護 管 理 論 (2)

看 護 継 続 教 育 学 (2) 看 護 政 策 論 (2)

2.共通科目Ⅱ
看 護 と 法 律 (1) 看 護 と 経 済 (1) 看 護 と 環 境 (1)

　専門科目
1.看護管理学分野
看 護 管 理 学 特 論 (1) 看護管理学特別研究Ⅰ (5) 看護管理学特別研究Ⅱ (5)

（看護管理学領域）
看 護 管 理 学 特 講 Ⅰ (2) 看 護 管 理 学 特 講 Ⅱ (2) 看 護 管 理 学 特 講 Ⅲ (2)
看 護 管 理 学 演 習 (2) 看 護 管 理 学 特 別 演 習 (2)

2.生活支援看護学分野
生 活 支 援 看 護 学 特 論 (1) 生活支援看護学特別研究Ⅰ (5) 生活支援看護学特別研究Ⅱ (5)

（母性・小児看護学領域）
母性・小児看護学特講Ⅰ (2) 母性・小児看護学特講Ⅱ (2) 母性・小児看護学特講Ⅲ (2)
母性・小児看護学演習 (2) 母性・小児看護学特別演習 (2)

（高齢者・在宅看護学領域）
高齢者・在宅看護学特講Ⅰ (2) 高齢者・在宅看護学特講Ⅱ (2) 高齢者・在宅看護学特講Ⅲ (2)
高齢者・在宅看護学演習 (2) 高齢者・在宅看護学特別演習 (2)

3.療養支援看護学分野
療 養 支 援 看 護 学 特 論 (1) 療養支援看護学特別研究Ⅰ (5) 療養支援看護学特別研究Ⅱ (5)

（療養支援看護学領域）
療養支援看護学特講Ⅰ (2) 療養支援看護学特講Ⅱ (2) 療養支援看護学特講Ⅲ (2)
療 養 支 援 看 護 学 演 習 (2) 療養支援看護学特別演習 (2)

（２）専門科目

　　　専攻する領域が配置されている分野の配当科目８科目２１単位必修

                  １科目２単位選択必修

(「看護管理論」「看護継続教育学」のうち、いずれか１科目)

履修方法

   のもとに所定の研究を行う。

２ 授業科目については、主指導教員の指導により履修するものとする。

　 履修し、修得しなければならない。

１ 学生は入学の際、専門科目の専門３分野４領域のうちから１分野１領域を選択し、原則として当該分野

３ 授業科目については、開講科目の中から、以下の区分に従って２年以上にわたって３１単位以上を

   の担当教員のうちから大学院看護学研究科委員会において決定された主指導教員及び副指導教員の指導

    b.本学の他研究科開講科目で、専攻する分野と関連を有する授業科目４単位。

    c.神奈川県内の大学間における学術交流協定大学の大学院で特別聴講学生として履修した単位。

５．各年次で履修できる単位の上限は28単位までとする。

（１）共通科目

　　　共通科目Ⅰ　２科目４単位必修



（３）上記（１）及び（２）以外に４単位以上選択必修
・共通科目Ⅰ・Ⅱまたは、専門科目他分野・他領域の特講Ⅰ～Ⅲから４単位選択。

   所定の期日までに履修登録変更届を提出しなければならない。

　１領域を選択し、同領域の５科目を履修する。

・「特論」および「特別研究Ⅰ・Ⅱ」については、選択した領域が属する分野の科目を履修する。

　ただし、共通科目Ⅱから必ず１単位以上を履修すること。

４ 各年次で履修できる単位の上限は２８単位とする。

・「看護管理学」「母性・小児看護学」「高齢者・在宅看護学」「療養支援看護学」の４領域うち

５ 年度初めに、その年度の春学期及び秋学期に履修するすべての受講科目を教務課に申請し、所定の

６ 年度初めに登録した秋学期履修科目を変更する場合は、変更理由書に主指導教員の確認印を得て、

   期日までに履修登録を完了しなければならない。



（２）看護学研究科
看護学専攻
　共通科目
1.共通科目Ⅰ

看 護 研 究 方 法 論 (2) 看 護 理 論 (2) 看 護 管 理 論 (2)

看 護 継 続 教 育 論 (2) 看 護 政 策 論 (2)

2.共通科目Ⅱ
看 護 と 法 律 (1) 看 護 と 経 済 (1) 看 護 と 環 境 (1)

　専門科目
1.看護管理学分野
看 護 管 理 学 特 論 (1) 看護管理学特別研究Ⅰ (5) 看護管理学特別研究Ⅱ (5)

（看護管理学領域）
看 護 管 理 学 特 講 Ⅰ (1) 看 護 管 理 学 特 講 Ⅱ (2) 看 護 管 理 学 特 講 Ⅲ (2)
看 護 管 理 学 演 習 (2) 看 護 管 理 学 特 別 演 習 (2)

2.生活支援看護学分野
生 活 支 援 看 護 学 特 論 (1) 生活支援看護学特別研究Ⅰ (5) 生活支援看護学特別研究Ⅱ (5)

（母性・小児看護学領域）
母性・小児看護学特講Ⅰ (1) 母性・小児看護学特講Ⅱ (2) 母性・小児看護学特講Ⅲ (2)
母性・小児看護学演習 (2) 母性・小児看護学特別演習 (2)

（高齢者・在宅看護学領域）
高齢者・在宅看護学特講Ⅰ (1) 高齢者・在宅看護学特講Ⅱ (2) 高齢者・在宅看護学特講Ⅲ (2)
高齢者・在宅看護学演習 (2) 高齢者・在宅看護学特別演習 (2)

3.療養支援看護学分野
療 養 支 援 看 護 学 特 論 (1) 療養支援看護学特別研究Ⅰ (5) 療養支援看護学特別研究Ⅱ (5)

（療養支援看護学領域）
療養支援看護学特講Ⅰ (1) 療養支援看護学特講Ⅱ (2) 療養支援看護学特講Ⅲ (2)
療 養 支 援 看 護 学 演 習 (2) 療養支援看護学特別演習 (2)

（２）専門科目

　　　専攻する領域が配置されている分野の配当科目８科目２０単位必修

（３）上記（１）及び（２）以外に４単位以上選択必修

                  １科目２単位選択必修
(「看護管理論」「看護継続教育論」のうち、いずれか１科目)

・「看護管理学」「母性・小児看護学」「高齢者・在宅看護学」「療養支援看護学」の４領域うち
　１領域を選択し、同領域の５科目を履修する。

・「特論」および「特別研究Ⅰ・Ⅱ」については、選択した領域が属する分野の科目を履修する。

履修方法

１ 学生は入学の際、専門科目の専門３分野４領域のうちから１分野１領域を選択し、原則として当該
   分野の担当教員のうちから大学院看護学研究科委員会において決定された主指導教員及び副指導教員
   の指導のもとに所定の研究を行う。

２ 授業科目については、主指導教員の指導により履修するものとする。
３ 授業科目については、開講科目の中から、以下の区分に従って２年以上にわたって３０単位以上を
　 履修し、修得しなければならない。

（１）共通科目
　　　共通科目Ⅰ　２科目４単位必修



５ 年度初めに、その年度の春学期及び秋学期に履修するすべての受講科目を教務課に申請し、所定の
   期日までに履修登録を完了しなければならない。

６ 年度初めに登録した秋学期履修科目を変更する場合は、変更理由書に主指導教員の確認印を得て、
   所定の期日までに履修登録変更届を提出しなければならない。

・共通科目Ⅰ・Ⅱまたは、専門科目他分野・他領域の特講Ⅰ～Ⅲから４単位選択。
　ただし、共通科目Ⅱから必ず１単位以上を履修すること。

４ 各年次で履修できる単位の上限は２８単位とする。



別表第２　　学費及び諸納金

（１）２０２３年度以降入学生
（単位　円）

研究科

費　目
入学金
授業料 500,000 610,000 500,000 610,000 500,000 610,000 580,000 730,000
施設費
実験実習費
学会費
学生教育研
究災害傷害
保険料

※   2,430 ※   3,620 ※   2,430 ※   3,620 ※   2,430 ※   3,620 ※   2,430 ※   3,620

〔注〕
　１　本学大学院修士課程若しくは博士前期課程又は専門職学位課程（法科大学院）を修了した者が、他の研究科を含む博士後期課程に
　　　進学した場合には、入学金を必要としない。
　２　本学学部を卒業した者又は本学専攻科を修了した者が、大学院修士課程若しくは大学院博士前期課程又は博士後期課程に入学した場合は、
　　　入学金を１／３とする。
　３　本学大学院修士課程又は博士前期課程を修了した者が、他の研究科（専攻を含む）修士課程又は博士前期課程に再び入学した場合は、
　　　入学金を１／２とする。
　４　※印は、入学時のみ納入とし、翌年度以降は納入不要とする。
　５　上記学費・諸納金以外に入学時の寄付金・学債は、徴収しない。
　６　在学中の学費は、社会情勢等の変化に応じて、改定する場合がある。

（２）２０２１年度～２０２２年度入学生
（単位　円）

研究科

費　目

入学金
授業料 500,000 610,000 500,000 610,000 500,000 610,000 580,000 730,000

施設費
実験実習費
学会費
学生教育研
究災害傷害
保険料

※   2,430 ※   3,620 ※   2,430 ※   3,620 ※   2,430 ※   3,620 ※   2,430 ※   3,620

〔注〕
　１　本学大学院修士課程若しくは博士前期課程又は専門職学位課程（法科大学院）を修了した者が、他の研究科を含む博士後期課程に
　　　進学した場合には、入学金を必要としない。
　２　本学学部を卒業した者又は本学専攻科を修了した者が、大学院修士課程若しくは大学院博士前期課程又は博士後期課程に入学した場合は、
　　　入学金を１／３とする。
　３　本学大学院修士課程又は博士前期課程を修了した者が、他の研究科（専攻を含む）修士課程又は博士前期課程に再び入学した場合は、
　　　入学金を１／２とする。
　４　※印は、入学時のみ納入とし、翌年度以降は納入不要とする。
　５　上記学費・諸納金以外に入学時の寄付金・学債は、徴収しない。
　６　在学中の学費は、社会情勢等の変化に応じて、改定する場合がある。

（３）２０２０年度以降入学生

研究科

費　目
入学金
授業料 500,000 610,000 500,000 610,000 500,000 610,000 580,000 730,000
施設費
実験実習費
学会費
学生教育研究
災害傷害保険

※   2,430 ※   3,620 ※   2,430 ※   3,620 ※   2,430 ※   3,620 ※   2,430 ※   3,620

〔注〕
　１　本学大学院修士課程若しくは博士前期課程又は専門職学位課程（法科大学院）を修了した者が、他の研究科を含む博士後期課程に

　　　進学した場合には、入学金を必要としない。

　２　本学学部を卒業した者又は本学専攻科を修了した者が、大学院修士課程若しくは大学院博士前期課程又は博士後期課程に入学した場合は、

　　　入学金を１／３とする。

　３　本学大学院修士課程又は博士前期課程を修了した者が、他の研究科（専攻を含む）博士前期課程に再び入学した場合は、

　　　入学金を１／２とする。

　４　※印は、入学時のみ納入とし、翌年度以降は納入不要とする。

　５　上記学費・諸納金以外に入学時の寄付金・学債は、徴収しない。

　６　在学中の学費は、経済情勢の変動により、改定することがある。

－ 120,000 120,000

諸納金
10,000 8,500 6,000 7,000

修士課程

※   2,430

※ 150,000
授業料、施設
費、実験実習
費、学会費は
４月と10月と
に1/2ずつ納
入

780,000

納入方法等

6,000

62,000 62,000 62,000 82,000 123,000
学費

※ 150,000 ※ 150,000 ※ 150,000 ※ 150,000

－

文学研究科 経済学研究科 法学研究科 工学研究科

－

看護学研究科

博士前期
課程

博士後期
課程

博士前期
課程

博士後期
課程

博士前期
課程

博士後期
課程

博士前期
課程

博士後期
課程

文学研究科 経済学研究科 法学研究科 工学研究科 看護学研究科
納入方法等

博士前期
課程

博士後期
課程

博士前期
課程

博士後期
課程

修士課
程・博士

博士後期
課程

博士前期
課程

博士後期
課程

修士課程

学費

※ 150,000 ※ 150,000 ※ 150,000 ※ 150,000 ※ 150,000

授業料、施設
費、実験実習
費、学会費は
４月と10月と
に1/2ずつ納
入

780,000
62,000 62,000 62,000 82,000 123,000

－ － － 120,000 120,000

諸納金

10,000 9,000 6,000 7,000 6,000

※   2,430

文学研究科 経済学研究科 法学研究科 工学研究科 看護学研究科
納入方法等

博士前期
課程

博士後期
課程

博士前期
課程

博士後期
課程

博士前期
課程

博士後期
課程

博士前期
課程

博士後期
課程

修士課程

学費

※ 150,000 ※ 150,000 ※ 150,000 ※ 150,000 ※ 150,000

授業料、施設
費、実験実習
費、学会費は
４月と10月と
に1/2ずつ納
入

780,000
62,000 62,000 62,000 82,000 123,000

－ － － 120,000 120,000

諸納金

10,000 9,000 6,000 7,000 6,000

※   2,430



（４）２０１９年度入学生

研究科

費　目
入学金
授業料 500,000 610,000 500,000 610,000 500,000 610,000 580,000 730,000
施設費
実験実習費
学会費
学生教育研究
災害傷害保険

※   2,430 ※   3,620 ※   2,430 ※   3,620 ※   2,430 ※   3,620 ※   2,430 ※   3,620

〔注〕
　１　本学大学院修士課程若しくは博士前期課程又は専門職学位課程（法科大学院）を修了した者が、他の研究科を含む博士後期課程に
　　　進学した場合には、入学金を必要としない。
　２　本学学部を卒業した者又は本学専攻科を修了した者が、大学院修士課程若しくは大学院博士前期課程又は博士後期課程に入学した場合は、
　　　入学金を１／３とする。
　３　本学大学院修士課程又は博士前期課程を修了した者が、他の研究科（専攻を含む）博士前期課程に再び入学した場合は、
　　　入学金を１／２とする。
　４　※印は、入学時のみ納入とし、翌年度以降は納入不要とする。
　５　上記学費・諸納金以外に入学時の寄付金・学債は、徴収しない。
　６　在学中の学費は、経済情勢の変動により、改定することがある。

（５）２０１８年度入学生

研究科

費　目
入学金
授業料 500,000 610,000 500,000 610,000 500,000 610,000 580,000 730,000
施設費
実験実習費
学会費
学生教育研究災
害傷害保険料 ※   2,430 ※   3,620 ※   2,430 ※   3,620 ※   2,430 ※   3,620 ※   2,430 ※   3,620

〔注〕
　１　本学大学院修士課程若しくは博士前期課程又は専門職学位課程（法科大学院）を修了した者が、他の研究科を含む博士後期課程に
　　　進学した場合には、入学金を必要としない。
　２　本学学部を卒業した者又は本学専攻科を修了した者が、大学院修士課程若しくは大学院博士前期課程又は博士後期課程に入学した場合は、
　　　入学金を１／３とする。
　３　本学大学院修士課程又は博士前期課程を修了した者が、他の研究科（専攻を含む）博士前期課程に再び入学した場合は、
　　　入学金を１／２とする。
　４　※印は、入学時のみ納入とし、翌年度以降は納入不要とする。
　５　上記学費・諸納金以外に入学時の寄付金・学債は、徴収しない。
　６　在学中の学費は、経済情勢の変動により、改定することがある。

（６）２０１７年度入学生

研究科

費　目
入学金
授業料 500,000 610,000 500,000 610,000 500,000 610,000 580,000 730,000
施設費
実験実習費
学会費 7,000 10,000
学生教育研究災
害傷害保険料 ※   2,430 ※   3,620 ※   2,430 ※   3,620 ※   2,430 ※   3,620 ※   2,430 ※   3,620

〔注〕
　１　本学大学院修士課程若しくは博士前期課程又は専門職学位課程（法科大学院）を修了した者が、他の研究科を含む博士後期課程に進学
　　　した場合には、入学金を必要としない。
　２　本学学部を卒業した者又は本学専攻科を修了した者が、大学院修士課程若しくは大学院博士前期課程又は博士後期課程に入学した場合は、
　　　入学金を１／３とする。
　３　本学大学院修士課程又は博士前期課程を修了した者が、他の研究科（専攻を含む）博士前期課程に再び入学した場合は、入学金を
　　　１／２とする。
　４　※印は、入学時のみ納入とし、翌年度以降は納入不要とする。
　５　上記学費・諸納金以外に入学時の寄付金・学債は、徴収しない。
　６　在学中の学費は、経済情勢の変動により、改定することがある。

（７）２０１６年度入学生 （単位　円）

研究科

費　目
入学金
授業料 500,000 610,000 500,000 610,000 580,000 730,000
施設費
実験実習費
学会費
学生教育研究災
害傷害保険料 ※   2,430 ※   3,620 ※   2,430 ※   3,620 ※   2,430 ※   3,620

〔注〕
　１　本学大学院修士課程若しくは博士前期課程又は専門職学位課程（法科大学院）を修了した者が、
　　　他の研究科を含む博士後期課程に進学した場合には、入学金を必要としない。
　２　本学学部を卒業した者又は本学専攻科を修了した者が、大学院博士前期課程又は博士後期課程
　　　に入学した場合は、入学金を１／２とする。
　３　本学大学院修士課程又は博士前期課程を修了した者が、他の研究科（専攻を含む）博士前期課
　　　程に再び入学した場合は、入学金を１／２とする。
　４　※印は、入学時のみ納入とし、翌年度以降は納入不要とする。
　５　上記学費・諸納金以外に入学時の寄付金・学債は、徴収しない。

120,000 120,000
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10,000 8,500 6,000 7,000 6,000
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課程
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10,000 8,500 7,000 6,000
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6,000

授業料、施設
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４月と10月と
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780,000
62,000 62,000 62,000 82,000 123,000

－ － 120,000

修士課程

学費

※ 150,000 ※ 150,000 ※ 150,000 ※ 150,000 ※ 150,000

文学研究科 経済学研究科 法学研究科 工学研究科 看護学研究科
納入方法等

博士前期
課程

博士後期
課程

博士前期
課程

博士後期
課程
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10,000 8,500 7,000 6,000

※   2,790
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費、実験実習
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入
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－ － －
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120,000 120,000
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課程

博士後期
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博士前期課
程

※ 280,000
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設費、実験
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入

納入方法等

－



　６　在学中の学費は、経済情勢の変動により、改定することがある。

（８）２０１１年度～２０１５年度入学生 （単位　円）

研究科

費　目
入学金
授業料 500,000 610,000 500,000 610,000 580,000 730,000
施設費
実験実習費
学会費
学生教育研究災
害傷害保険料 ※   2,430 ※   3,620 ※   2,430 ※   3,620 ※   2,430 ※   3,620

〔注〕
　１　本学大学院修士課程若しくは博士前期課程又は専門職学位課程（法科大学院）を修了した者が、
　　　他の研究科を含む博士後期課程に進学した場合には、入学金を必要としない。
　２　本学学部を卒業した者又は本学専攻科を修了した者が、大学院博士前期課程又は博士後期課程
　　　に入学した場合は、入学金を１／２とする。
　３　本学大学院修士課程又は博士前期課程を修了した者が、他の研究科（専攻を含む）博士前期課
　　　程に再び入学した場合は、入学金を１／２とする。
　４　※印は、入学時のみ納入とし、翌年度以降は納入不要とする。
　５　上記学費・諸納金以外に入学時の寄付金・学債は、徴収しない。
　６　在学中の学費は、経済情勢の変動により、改定することがある。

文学研究科
法学研究科

経済学研究科 工学研究科

博士前期課
程

博士前期課
程

博士前期課
程

納入方法等

授業料、施
設費、実験
実習費、学
会費は４月
と10月とに
1/2ずつ納
入

62,000 62,000 82,000

10,000 9,000 7,000

※ 280,000 ※ 280,000

－ 120,000

諸納金

－

学費

※ 280,000

博士後期課
程

博士後期課
程

博士後期課
程



                                       

別表第３ 教育職員免許状の種類及び履修方法 
 

研究科 専    攻 免許状の種類及び教科 

文学研究科  

英語英米文学専攻 
中学校教諭専修免許状  英 語 
高等学校教諭専修免許状  英 語 

比較日本文化専攻 
中学校教諭専修免許状  社 会 
高等学校教諭専修免許状  地 理 歴 史 

社 会 学 専 攻 
中学校教諭専修免許状  社 会 
高等学校教諭専修免許状  公 民 

経済学研究科 

経 済 学 専 攻 
中学校教諭専修免許状  社 会 
高等学校教諭専修免許状  公 民 

経 営 学 専 攻 高等学校教諭専修免許状  商 業 

工学研究科  

機 械 工 学 専 攻 
電 気 工 学 専 攻 
建 築 学 専 攻 
土 木 工 学 専 攻 

高等学校教諭専修免許状  工 業 

物質生命科学専攻 
中学校教諭専修免許状  理 科 
高等学校教諭専修免許状  工業・理科 

 
  中学校教諭専修免許状及び高等学校教諭専修免許状の資格を得ようとする者は、修士の

学位を取得し、かつ中学校教諭一種免許状及び高等学校教諭一種免許状を取得しているか、
又は学部に配当された教職課程関係の諸科目を履修し、修得しなければならない。 

 
 
別表第４ 
  科目等履修生 

  文学研究科、経済学研究科、法学研究科、工学研究科、看護学研究科      

選考料  １０，０００円 ただし、本学の卒業生及び履修を継続する場合は不要。 

在籍料  １学期 １０，０００円 

受講料  １単位 １５，０００円。ただし、本学の卒業生は半額。 

 

別表第５ 

  大学院研究生 

（１） 検定料 

許可年度の新入生検定料と同額。ただし、継続する場合は、納入不要とする。 

（２）学費 

    文学研究科、経済学研究科、法学研究科、工学研究科、看護学研究科 

                                                                   （単位 円） 

研究科     文学研究科 経済学研究科 法学研究科 工学研究科 看護学研究科 

学費 在籍料 259,000 259,000 259,000 320,000 320,000 

実験実習費   ―    ―    ― 120,000 65,000 

〔注〕春学期または秋学期のみ在籍する者の在籍料及び実験実習費は、それぞれ半額とする。 

 

（３） 学費の納期 

研究生の学費は、結果発表後 1 週間以内に納めることとする。 



                                       

（４） 学費納付方法 

① 研究期間が４月から１箇年の場合は、春学期及び秋学期分を一括納入することと

する。 

② 継続者については分割納入を許可する。その場合の納付期限は、春学期は４月２５

日まで、秋学期は１０月２５日までとする。 
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